
          

　
10
月
26
日
（
金
）、
河
東

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で
開
か

れ
た
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス

ト
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講
座

に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

の
講
座
は
、
ご
み
の
減
量
を

目
指
し
て
「
ゴ
ミ
問
題
を
考

え
る
住
民
の
連
合
会
・
宗

像
」
と
市
が
協
働
で
平
成
22

年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。

今
回
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
講

座
は
、
本
講
座
を
受
講
後
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

始
め
た
人
の
疑
問
や
問
題
点

を
解
消
す
る
た
め
に
開
か
れ

て
い
る
講
座
で
す
。

　
私
も
３
年
前
か
ら
ダ
ン

ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を
使
っ

て
い
ま
す
が
、
ご
み
を
出
す

回
数
も
減
り
、
で
き
た
肥
料

を
使
っ
て
大
き
く
立
派
な
野

菜
を
作
っ
て
い
ま
す
。毎
朝
、

生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス
ト
に
入

れ
て
か
き
混
ぜ
る
作
業
は
、

最
初
は
お
っ
く
う
で
し
た

が
、
最
近
は
分
解
さ
れ
て
い

く
生
ご
み
を
観
察
し
な
が
ら

楽
し
く
実
践
し
て
い
ま
す
。

　
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

を
使
っ
て
生
ご
み
を
堆
肥
化

す
る
こ
と
は
、
市
が
進
め
て

い
る
「
環
境
に
優
し
い
ま

ち
」
に
参
加
す
る
こ
と
に
も

な
り
ま
す
。
市
民
の
み
な
さ

ん
も
ぜ
ひ
や
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
の

コ
ツ
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た

（1） 平成24年11月15日 No.232行　政 むなかたタウンプレス
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新
築
さ
れ
た
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
で
９
月
30
日
、
記
念
式
典
が
開

か
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
谷
井
博

美
市
長
が
「
神
湊
港
タ
ー
ミ
ナ
ル
は

大
島･

地
島
の
玄
関
口
で
あ
り
、
活

性
化
の
柱
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

担
う
も
の
で
す
。
ど
う
ぞ
活
用
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。
式
典

後
は
、
特
産
品
な
ど
が
当
た
る
く
じ

付
き
の
餅
ま
き
や
、
海
鮮
鍋
の
振
る

舞
い
な
ど
で
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　
同
タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
観
光
客
の
増

加
な
ど
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
待

合
所
で
は
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、
乗

船
客
の
利
便
性
を
図
る
目
的
で
建
て

替
え
。
こ
の
た
び
、
点
字
案
内
板
や

ス
ロ
ー
プ
な
ど
を
設
置
し
た
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
応
の
施
設
で
、
世
界
遺
産

登
録
を
目
指
す
宗
像
の
歴
史
・
文
化

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
建
物
が
完
成
し
ま

し
た
。

　
太
宰
府
市
か
ら
大
島
に
里
帰
り
を

し
に
来
て
い
た
舩
越
さ
ん
（
50
歳

代
・
女
性
）
は
「
デ
ザ
イ
ン
も
和
風

で
す
っ
き
り
し
て
い
ま
す
ね
。
入
口

も
自
動
ド
ア
に
な
っ
て
い
て
、
荷
物

が
多
い
と
き
、
助
か
り
ま
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
渡
船
課
　
☎
（
62
）
３
５
９
２

　
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
は
、
平
成
25
年

７
月
１
日
（
月
）
か
ら
交

付
予
定
で
す
。
現
在
付
け

て
い
る
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
も
、
新
し
い
デ
ザ
イ
ン

へ
無
料
で
交
換
で
き
ま
す

（
交
換
時
、
自
賠
責
保
険

の
変
更
手
続
き
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
）。

　
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ

ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
の
導
入

を
記
念
し
て
、
希
望
番
号

（
ナ
ン
バ
ー
リ
ク
エ
ス
ト
）

を
受
け
付
け
ま
す
。
受
付

開
始
は
、
来
年
５
月
中
旬

を
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
の
広
報
紙
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

＊
こ
の
事
業
は
、「
宗
像
・

沖
ノ
島
と
関
連
遺
産

群
」
世
界
遺
産
登
録
活

動
の
Ｐ
Ｒ
と
、
旧
宗
像

市
と
旧
玄
海
町
の
合
併

10
周
年
記
念
事
業
の
一

環
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す

＊
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
ク
オ
カ
ー
ド
（
抽

選
で
��
人
）
は
、
��
月

下
旬
発
送
予
定
で
す

みんなで楽しい「通学合宿」
（９ページ）

1〜3 4〜9・12 10 11 12・13 13〜19 20

行政 学びの里 男女共同参画 カレンダー 環境 お知らせ 健康・福祉

医療費増加に歯止めかからず実質赤字決算、「国保財政の現状と未来」� 2

小中一貫教育〜その取り組みと子どもたちの様子〜� 4
宗像力プロジェクト　ムナカタのミカタ� 19

ICTの活用で授業がもっと分かりやすくなる� 5

宗像の未来図、「ふるさとから世界遺産を！」� 8

あらゆる暴力を根絶！、「メッセージ」� 10

さつき松原を美しく、「さつき松原アダプト・プログラム」� 13

第1号のメガソーラー〜立地と連携協定締結式〜� 18

宗像地区急患センターを正しく利用してください、「健康むなかた21」� 20

　広報紙15日号で毎月、市ＨＰ http://www.city.munakata.lg.jp/に掲載している
市長ブログを紹介しています。
■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

原動機付自転車ナンバープレート
世界遺産登録活動をPR デザデザイイイインンンンンンンン決決決決決決決決決決決決決定定定定定定定定定定定定！！！！！！！！！！！

デザイン決定！

対象の種類 下地の色

原動機付自転車第一種（～50cc） 白色

原動機付自転車第二種乙（～90cc） 黄色

原動機付自転車第二種甲（～125cc） 桃色

原動機付自転車ミニカー 水色

＊実際のナンバープレートは、デザインを若干変更する場合があります

●オリジナルナンバープレートの対象車種

【
来
年
７
月
１
日
か
ら
交
付
開
始

　

希
望
ナ
ン
バ
ー
も
選
べ
ま
す
】

　

オ
リ
ジ
ナ
ル
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
デ
ザ
イ
ン
の
市
民
投
票

に
、多
数
の
投
票
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
の
投
票
の
結
果
、
選
考
委
員
会
で
選
定
し
た
３
点

の
優
秀
作
品
の
中
か
ら
北
野
公
一
さ
ん（
和
歌
山
県
田
辺
市
）

の
作
品
が
最
優
秀
作
品
に
決
定
し
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

世
界
遺
産
登
録
推
進
室　

☎
（
62
）
２
６
１
７

　
市
民
投
票
を
、
９
月
20
日
か
ら
10
月
23
日
ま
で

実
施
し
た
結
果
、
合
計
３
９
９
８
通
の
投
票
が
あ

り
、
北
野
さ
ん
の
作
品
が
最
も
多
い
１
５
９
７
票

を
獲
得
し
ま
し
た
。

最優秀作品の北野公一さんの作品

【作品のコンセプト】
海の線上に浮かぶ沖ノ島と道の神「宗像大社」
の屋根部分を配したプレートに仕上げました。

タ
ー
ミ
ナ
ル
か
ら
の
餅
ま
き

神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ
ナ
ル

宗
像
の
歴
史・文
化
を
イ
メ
ー
ジ



11/18（日）・12/2（日）・12/16（日）宗像ユリックス 13時～16時
会議室５にて無料相談を実施。予約不要・先着順

相続はどのように行われるか？遺言書がある時とない時の違いは？
会社設立、各種許認可・離婚協議書作成・交通事故・在留資格など

伊藤弘幸 行政書士事務所
お気軽に
どうぞ

宗像市東郷2－3－40－206　宗像市役所より徒歩約１分

℡ 0940-36-8060（IP電話の方は携帯へ）

携帯 090-7980-1240
困ったことは
何でも

ご相談下さい。

No.232 むなかたタウンプレス 平成24年11月15日 （2）行　政

市では、市の広報紙、ホームページに掲載する広告を募集しています。詳しくは、秘書課広報・報道係☎0940（36）1055まで

歳入決算額
97億58万円
（100％）

国民健康保険税
19億3,861万円
（20.0%）

保険給付費
65億9,745万円
（69.2%）

後期高齢者支援金
10億4,290万円
（10.9%）

共同事業拠出金
11億999万円
（11.6%）

介護納付金
4億4,197万円
（4.6%）

保健事業費
6,266万円（0.7%）

その他 1億7,005 万円（1.8%）
総務費

1億1,335万円
（1.2%）

国庫支出金
23億5,610万円
（24.3%）

療養給付費交付金
6億5,992万円（6.8%）

その他
5億8,389万円
　　 （6.0%）

前期高齢者交付金
22億8,894万円
（23.6%）

県支出金
4億2,734万円
（4.4%）

赤字分
４億627万円
（4.2％）

共同事業交付金
10億3,951万円
（10.7%）

歳出決算額
95億3,837万円
（100％）

会
計
か
ら
の
法
定
外
繰
り
入

れ
」
で
補
て
ん
し
、
歳
入
決
算

額
を
97
億
58
万
円
（
前
年
度
比

７
・
３
パ
ー
セ
ン
ト
増
）
と
し

ま
し
た
。
つ
い
に
基
金
も
底
を

つ
き
ま
し
た
。

　
今
回
実
施
し
た
「
一
般
会
計

か
ら
の
法
定
外
繰
り
入
れ
」
と

は
、
本
来
、
国
保
加
入
者
の
国

保
税
や
国
、
県
、
市
な
ど
か
ら

の
支
出
金
で
賄
う
べ
き
医
療
費

に
赤
字
が
発
生
し
、
そ
れ
を
埋

め
る
た
め
に
国
保
加
入
者
以
外

の
市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金

（
一
般
会
計
）
を
投
入
し
て
、

不
足
分
を
埋
め
合
わ
せ
た
も
の

で
す
（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

国保財政国保財政のの
現現状状とと未未来来
国保財政の
現状と未来

第
７
回

◦医療費増加に歯止めかからず実質赤字決算◦
平成23年度宗像市国民健康保険特別会計の状況を報告します

　国民健康保険財政の健全化に向けて市民のみなさんと情報を共有することを目的に、毎回テーマを決
めてお知らせする「国保財政の現状と未来」。今回は、平成23年度宗像市国民健康保険特別会計の状況
についてお知らせします。� ■問い合わせ先　国保医療課国民健康保険係　☎（36）１３６３

赤
字
額
は
約
４
億
６
２
７
万
円
…

市
民
の
み
な
さ
ん
の
税
金
を
投
入

１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
増
加

し
か
し
国
保
税
額
は
減
少

国
民
健
康
保
険
は
互
い
に
助
け
合
う
制
度

　
平
成
23
年
度
の
年
間
平
均
世

帯
数
は
、
１
万
３
３
９
６
世
帯

（
前
年
度
比
２
１
２
世
帯
増
）

で
、
平
均
被
保
険
者
数
は
、
２

万
３
６
２
０
人
（
前
年
度
比
２

９
０
人
増
）
で
し
た
。

　
ま
た
、
１
人
当
た
り
の
医
療

費
が
増
加
し
て
い
る
の
に
対
し

て
、
１
人
当
た
り
の
国
保
税
額

は
減
少
を
続
け
て
い
る
状
況
で

す
。
市
の
国
保
税
収
納
率
は
県

内
で
も
上
位
に
位
置
し
て
い
ま

　
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
財
政

状
況
を
少
し
で
も
改
善
す
る
た

め
、
今
年
４
月
に
宗
像
市
国
民

健
康
保
険
医
療
費
適
性
化
推
進

会
議
を
設
置
し
、
国
保
財
政
の

健
全
化
に
向
け
た
施
策
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
健
全
な
国
保
財
政
を
確
保
す

す
が
、
経
済
的
な
理
由
な
ど
で

課
税
対
象
と
な
る
収
入
額
が
減

少
し
た
こ
と
で
、
収
納
率
が
高

く
て
も
国
保
税
収
入
は
減
少
し

て
い
ま
す
。

　
平
成
23
年
度
も
、
宗
像
市
国

保
財
政
の
危
機
的
状
況
が
継
続

し
て
い
ま
す
。
い
よ
い
よ
、
国

保
財
政
の
健
全
化
に
向
け
た
抜

本
的
な
見
直
し
が
必
要
な
事
態

と
な
り
ま
し
た
（
グ
ラ
フ
３
参

照
）。

る
た
め
に
は
、
市
の
取
り
組
み

に
加
え
、
被
保
険
者
の
み
な
さ

ん
の
協
力
や
市
民
の
み
な
さ
ん

の
理
解
が
不
可
欠
で
す
。
国
民

健
康
保
険
は
、
互
い
に
助
け
合

う
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
守

る
た
め
、
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

　
次
回
は
、
宗
像
市
の
国
民
健
康
保
険
医
療
費
適
性
化
に
向  

け
た
医
療
費
適
正
化
啓
発
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

100,000
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300,000

400,000

500,000
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900,000

0

（万円）

■保険給付費　■介護納付金　■後期高齢者支援金

15年度

386,136
451,712

517,557 545,934 579,224 579,516 590,554 632,444 659,745

31,483

40,457

46,157
44,521

41,166

38,359 37,092
39,923 44,197

88,014 98,847
95,557

104,290

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

0

100,000

200,000

300,000

400,000

80

85

90

95

100
国保税収納率の推移

１人当たりの医療費と国保税額（円）

（％）

医療費

国保税額

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

国保税収納率

95.5 95.7
93.9 93.7 94.7 95.3

289,405 300,264 306,100 312,054 329,398 336,990

83,818 84,580 86,686 85,456 82,855 81,912

＊歳入、歳出の収支差の約１億6,221万円は、平成23
年度にいったん受け取った国庫負担金などで、平成
24年度に国などに返還しなければならない繰越金

グラフ１

グラフ３
グラフ２

増
え
続
け
る
歳
出最

大
の
要
因
は
医
療
費
の
増
加

　
歳
出
増
加
の
主
な
要
因
は
、

医
療
費
の
増
加
に
よ
る
保
険

給
付
費
が
２
億
７
２
６
７
万

円
（
前
年
度
比
４
・
３
パ
ー
セ

ン
ト
増
）、
40
歳
か
ら
65
歳
未

満
の
国
保
被
保
険
者
が
支
払
う

介
護
納
付
金
が
４
２
７
３
万
円

（
前
年
度
比
10
・
７
パ
ー
セ
ン

ト
増
）、
現
役
世
代
が
後
期
高

齢
者
医
療
を
支
援
す
る
後
期
高

齢
者
支
援
金
が
８
７
３
３
万
円

（
前
年
度
比
９
・
１
パ
ー
セ
ン

　
９
月
の
市
議
会
で
、
平
成
23

年
度
宗
像
市
国
民
健
康
保
険
特

別
会
計
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
国
保
の
財
政
状

況
は
決
し
て
安
心
で
き
る
よ
う

な
状
況
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
歳
出
決
算
額
は
、
95
億
３
８

３
７
万
円
（
前
年
度
比
６
・
３

パ
ー
セ
ン
ト
増
）。
こ
れ
に
対

し
て
歳
入
は
、
91
億
３
２
１
０

万
円
で
４
億
６
２
７
万
円
の
赤

字
が
生
じ
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
赤
字
を
埋
め
る
た
め
、「
国

民
健
康
保
険
給
付
支
払
基
金
」

か
ら
１
億
５
０
２
７
万
円
を
繰

り
入
れ
、
そ
れ
で
も
不
足
す
る

２
億
５
６
０
０
万
円
は
「
一
般

ト
増
）
増
加
し
て
い
る
こ
と
で

す
（
グ
ラ
フ
２
参
照
）。
今
後

も
医
療
費
や
介
護
給
付
費
は
、

ま
す
ま
す
増
え
続
け
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
ま
す
。
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●
詐
欺
に
は
い
ろ
い
ろ
な

手
口
が
あ
り
ま
す

▽
利
殖
勧
誘
詐
欺
＝
社
債
、
未

公
開
株
な
ど
の
購
入
を
持
ち

か
け
、「
必
ず
も
う
か
る
」

な
ど
と
言
葉
巧
み
に
現
金
を

振
り
込
ま
せ
よ
う
と
す
る

▽
オ
レ
オ
レ
詐
欺
＝
家
族
の
ふ

り
を
し
て
金
銭
を
要
求
。
警

察
官
や
弁
護
士
な
ど
に
な
り

す
ま
し
て
不
安
を
あ
お
る
な

ど
、
手
口
は
さ
ま
ざ
ま

▽
還
付
金
等
詐
欺
＝
年
金
事
務

所
や
市
役
所
な
ど
の
職
員
を

装
い
、「
年
金
の
差
額
を
支

払
う
」「
医
療
費
を
払
い
戻

す
」
な
ど
と
言
っ
て
手
続
き

の
た
め
の
お
金
を
振
り
込
ま

せ
る

●
「
家
族
の
絆
」
で

詐
欺
か
ら
財
産
を
守
ろ
う

　
被
害
の
多
い
高
齢
者
を
、
子

や
孫
の
世
代
で
守
り
ま
し
ょ

う
。
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

次
の
①
〜
④
の
対
策
を
高
齢
者

に
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

①
電
話
の
声
だ
け
で
は

見
抜
け
ま
せ
ん

　
息
子
ら
の
ふ
り
を
す
る
犯
人

は
、
本
物
の
息
子
ら
と
連
絡
を

取
ら
せ
な
い
よ
う
に
し
ま
す
。

家
族
間
で
合
言
葉
な
ど
を
決
め

て
本
人
確
認
が
で
き
る
よ
う
に

し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

②
留
守
番
電
話
を
活
用

　
オ
レ
オ
レ
詐
欺
な
ど
の
犯
人

は
、
自
分
の
声
が
残
る
の
を
避

け
る
た
め
、
在
宅
中
で
も
固
定

電
話
を
留
守
番
電
話
に
設
定
し

ま
し
ょ
う
。

③
「
必
ず
も
う
か
る
」「
ク
レ

ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
番
号
を
教
え

て
」
は
詐
欺

　「
必
ず
も
う
か
る
」
と
い
う

お
い
し
い
話
は
あ
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
犯
人
は
カ
ー
ド
番
号
、

暗
証
番
号
な
ど
を
聞
き
出
そ
う

と
し
ま
す
。

　もうけ話を持ちかけ、高齢者をターゲットに多額の現金をだ
まし取る利殖勧誘詐欺などが多発し、今年だけでも県内で６億
円以上の被害が発生しています。

　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
（
住

基
カ
ー
ド
）
は
、
市
区
町
村
が

交
付
す
る
安
全
性
に
優
れ
た
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
の
こ
と
で
す
。

　
住
基
カ
ー
ド
の
種
類
に
は
、

「
写
真
付
き
」
と
「
写
真
な
し
」

が
あ
り
、
希
望
す
る
カ
ー
ド
を

選
択
で
き
ま
す
。

【
住
基
カ
ー
ド
を

利
用
し
て
で
き
る
こ
と
】

●
運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様

に
、
公
的
な
身
分
証
明
書
と

し
て
利
用
で
き
ま
す

●
公
的
個
人
認
証
を
付
加
す
る

と
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の

確
定
申
告
が
で
き
ま
す

●
住
民
異
動
（
転
出
・
転
入
）

の
手
続
き
を
簡
素
化
で
き
ま

す
●
広
域
交
付
住
民
票
を
取
得
で

き
ま
す
（
本
籍
地
と
筆
頭
者

の
記
載
は
不
可
）
な
ど

【
住
基
カ
ー
ド
の
交
付
手
順
】

①
市
民
課
窓
口
（
市
役
所
本
館

１
階
）
へ
申
請
書
を
提
出
す

る
②
申
請
書
を
受
付
後
、
市
役
所

か
ら
本
人
宛
て
へ「
照
会
書
」

を
郵
送

③
照
会
書
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
押
印
し
て
、
本
人
確
認

書
類
と
一
緒
に
市
民
課
窓
口

へ
持
参
す
る

▽
本
人
確
認
書
類
＝
健
康
保
険

証
、
後
期
高
齢
者
医
療
証
、

介
護
保
険
証
、預
貯
金
通
帳
、

学
生
証
、診
療
証
、パ
ス
ポ
ー

ト
な
ど

＊
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を
希
望

す
る
人
は
、顔
写
真（
縦
４
・

５
セ
ン
チ
×
横
３
・
５
セ
ン

チ
）
も
持
参

＊
本
人
確
認
書
類
は
、
有
効
期

限
内
か
運
用
中
の
も
の
に
限

る
＊
交
付
手
数
料
は
１
件
に
つ
き

５
０
０
円

＊
カ
ー
ド
の
有
効
期
限
は
交
付

日
か
ら
10
年
間

【
即
日
交
付
も
で
き
ま
す
】

　
次
の
要
件
に
該
当
す
る
本
人

が
、
直
接
窓
口
で
申
請
す
る
場

合
、
住
基
カ
ー
ド
を
即
日
交
付

で
き
ま
す
。

▽
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
運

転
免
許
証
や
パ
ス
ポ
ー
ト
、

身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
の

「
官
公
署
の
発
行
し
た
顔
写

真
付
き
の
身
分
証
明
証
（
有

効
期
限
内
の
み
）」
と
、
健

康
保
険
証
（
後
期
高
齢
者
医

療
証
、
介
護
保
険
証
も
可
）

を
持
参
し
た
人

▽
本
人
確
認
書
類
と
し
て
、
Ｉ

Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
の
運
転
免
許

証
を
持
参
し
た
人
で
、
免
許

証
識
別
装
置
で
８
桁
の
暗
証

番
号
を
入
力
し
、
偽
造
が
な

い
こ
と
が
確
認
で
き
た
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
課
市
民
係

�

☎
（
36
）
１
１
２
６

身
分
証
明
書
に
も
な
る

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を

作
り
ま
せ
ん
か

し
た
。

　
最
近
、
教
育
大
前
駅
周
辺
で

は
、
女
性
に
対
す
る
痴
漢
な
ど

の
犯
罪
の
他
、
自
転
車
や
バ
イ

ク
な
ど
の
盗
難
も
多
発
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
こ
れ
ら
の
犯

罪
を
未
然
に
防
ぐ
と
と
も
に
市

民
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
こ
と

を
目
的
に
、
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

実
施
し
ま
し
た
。

　
痴
漢
な
ど
の
性
犯
罪
か
ら
身

を
守
る
た
め
に

▽
携
帯
電
話
を
使
用
し
た
り
、

音
楽
を
聴
い
た
り
し
な
が
ら

歩
か
な
い

▽
時
々
後
ろ
を
振
り

返
る
な
ど
警
戒
を

ア
ピ
ー
ル
す
る

▽
防
犯
ブ
ザ
ー
を
活

用
す
る

な
ど
注
意
し
て
く
だ

さ
い
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
手

間
を
惜
し
ま
ず
、
犯

罪
か
ら
自
分
の
身
や

財
産
を
守
り
ま
し
ょ

う
。

防犯グッズや啓発チラシを配布する
宮部副市長（中央）や福教大生ら

④
Ａ
Ｔ
Ｍ
の
利
用
限
度
額
を

引
き
下
げ
る

　
生
活
の
不
便
に
な
ら
な
い
程

度
で
利
用
限
度
額
を
引
き
下

げ
、
大
切
な
財
産
を
守
り
ま

し
ょ
う
。

●
悪
質
業
者
は
「
う
そ
つ
き
」

▽
う
＝
う
ま
い
話
を
信
用
し
な

い
（
う
ま
い
話
、
も
う
か
る

話
に
は
、
必
ず
大
き
な
落
と

し
穴
）

▽
そ
＝
相
談
す
る
（
一
人
で
判

断
せ
ず
、
家
族
や
知
人
、
相

談
機
関
に
相
談
を
）

▽
つ
＝
つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な

い
（
悪
質
業
者
は
言
葉
巧
み

に
す
ぐ
契
約
す
る
よ
う
迫
っ

て
き
ま
す
）

▽
き
＝
き
っ
ぱ
り
、は
っ
き
り
、

断
る
（
あ
い
ま
い
な
返
事
を

し
な
い
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
宗
像
警
察
署

�

☎
（
36
）
０
１
１
０

詐欺に注意！
「私は絶対大丈夫」そう思っていませんか？

県警マスコット
「ふっけい君」

市内の事件・事故の発生状況（平成24年９月末の暫定数）

犯罪発生件数
交通事故
発生件数

空き巣
など

自動車
盗

オート
バイ盗

自転車
盗

車上
狙い

自販機
狙い

ひった
くり

強盗
強制わ
いせつ

人身事
故累計

死亡
事故

発生件数 56 22 36 102 66 13 4 1 7 400 2

前年比 -5 +15 -6 -25 -5 +4 ±0 ±0 +4 +3 +1

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
安
全
課

�

☎
（
36
）
５
０
５
０

痴
漢
や
盗
難
に
注
意
を

痴
漢
や
盗
難
に
注
意
を

痴
漢
や
盗
難
に
注
意
を

犯
罪
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
市
で
は
、
宗
像
警
察
署
と
福

岡
教
育
大
学
（
福
教
大
）
と
合

同
で
10
月
11
日
、
教
育
大
前
駅

周
辺
で
犯
罪
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
を
実
施
。
宮
部
武
文
副
市
長

を
は
じ
め
、
市
職
員
、
警
察
署

員
、
福
教
大
生
ら
23
人
が
、
啓

発
チ
ラ
シ
と
共
に
防
犯
グ
ッ
ズ

と
し
て
後
方
確
認
用
の
ミ
ラ
ー

や
自
転
車
用
ワ
イ
ヤ
ー
ロ
ッ
ク

を
道
行
く
人
た
ち
に
配
布
し
ま
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■問い合わせ先　教育政策課　☎（36）５０９９

その取り組みと
子どもたちの
様子

小中一貫教育
市が考える小中一貫教育とは…
各中学校区内の共通した教育目標達成に向
けて、小・中学校の教職員が協働で、９カ年
の一貫したカリキュラムに基づいて実施す
る教育

次のスケジュールで小中一貫教育に取り組んでいます。
　■平成18年度～　日の里・大島中学校区　
　■平成21年度～　中央中学校区
　■平成22年度～　河東・自由ヶ丘中学校区
　■平成23年度～　城山・玄海中学校区

玄海中学校区 大島中学校区

中学校区名
中央中学校区

河東中学校区

城山中学校区

自由ヶ丘中学校区

日の里中学校区

地島小・玄海小・玄海東小・
玄海中

大島小・大島中

東郷小・南郷小・中央中

河東小・河東西小・河東中

吉武小・赤間小・赤間西小・
城山中

自由ヶ丘小・自由ヶ丘南小・
自由ヶ丘中

日の里東小・日の里西小・
日の里中

　地域（コミュニティ運営協議
会など）と一緒に、子どもを育
てています。

　一つの校舎の中で、小・中学
校の先生が行き来しながら授業
をしています。

小中一貫教育の
特色ある取り組み

　中学校英語と小学校英語活動
など、同じ先生が教える授業が
あります。

　教科ごとに小・中学校の先生
が話し合いながら、授業をつ
くっています。

　交流を大切にする「Ｊスタイ
ル」の授業で、自主・自律・自
信を育んでいます。

　授業の始め・中・終わりに
「比べる活動」を位置づけ、考
える力を育んでいます。

　小学５・６年生に教科担任制
（一部教科）を取り入れ、中学校
への接続を円滑にしています。

国語・算数/数学の学力が高まりました
全国学力・学習状況調査から

学ぶ意欲が高まりました
宗像市学習意識調査から

勉強することは楽しいですか？
同じ子どもたち：小６→中３での変化

勉強することは楽しいですか？
小学６年生：平成19→22年の変化

小学６年生が中学３年生になっ
た時、学ぶことが楽しいという
気持ちがより強くなった

小学６年生の学ぶことが楽
しいという気持ちがより強
くなった

中学３年生の学ぶことが楽
しいという気持ちがより強
くなった

勉強することは楽しいですか？
中学３年生：平成19→22年の変化

小6→中３
（H19→H22）

小６
（H19→H22）

中３
（H19→H22）

■とても思う　　　■思う
■あまり思わない　■思わない

■とても思う　　　■思う
■あまり思わない　■思わない

■とても思う　　　■思う
■あまり思わない　■思わない

小６
（H19）

中３
（H22）

小６
（H19）

小６
（H22）

中３
（H19）

中３
（H22）

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

0 20 40 60 80 100

（%）

（%）

（%）

30.7 39.6 22.8 6.9

32.7 41.6 19.8 5.9

30.7 39.6 22.8 6.9

34.8 39.4 20.5 5.3

29.8 42.1 21.8 6.3

32.7 41.6 19.8 5.9

国語・算数の全国平均との差
（全国平均＝０に対して何ポイント高いか）
小学６年生：平成19→22年の変化

小学６年生の
国語・算数の学力が高くなった

国語・数学の全国平均との差
（全国平均＝０に対して何ポイント高いか）
中学３年生：平成19→22年の変化

中学３年生の
国語・数学の学力が高くなった

国語・算数/数学の全国平均との差
（全国平均＝０に対して何ポイント高いか）
同じ子どもたち：小６→中３での変化
＊平成23年度は東日本大震災によって全国データがないため、
　平成19→22年度で比較しています

小学６年生が中学３年生になった時、
国語と算数・数学の学力が高くなった

0.0
国語A 国語B 算数A 算数B

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

0.5

2.5

2.0

1.2 1.1

2.2

0.7

1.6

国語A 国語B 数学A 数学B
0.0
1.0
2.0
3.0
4.0
5.0
6.0
7.0
8.0
9.0

1.6

2.8 3.0

6.5

3.9

5.1

2.9

8.3

国語A 国語B 算数・数学A 算数・数学B
0.0

5.0

10.0

0.5

2.8
2.0

6.5

1.1

5.1

0.7

8.3

小６
（H19→H22）

中３
（H19→H22）

小6→中３
（H19→H22）

■H19 小６　■H22 小６

■H19 中３　■H22 中３

■H19 小６　■H22 中３

小中一貫教育視察者の
コメント

■いずれの学級も一生懸命、学習
に取り組んでいる。中学校区内
で、学び方をそろえている成果
が感じられる。（他県教育委員会）

■「子どもたちのために」という
目的意識が強く感じられる。そ
ういう点では、全国レベルでも
理想的な小中一貫教育が進めら
れている。� （他県大学教授）



好評 
発売中！ 
好評 
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　市では、平成18年10月から市の広報紙とホームページに有料広告を掲載してい 
ます。あなたも広告を出してみませんか。 

◎広告の規格と掲載料（このほかにも 1/3 ページ、1/2 ページ、１ページの規格があります）
規格 
１号 
  広告 

縦  5.9㎝ 
横  12㎝ 

1枠当たり 
20,000円 白黒1色 

白黒1色 1枠当たり 
36,000円 

縦  5.9㎝ 
横  24㎝ 

２号 
  広告 

広告の大きさ 料金（1枠1号につき） 色数 

規　格 料金（1枠1カ月につき） 

＊1年間に12号以上掲載を希望する場合は10％、6号以上掲載
を希望する場合は5％を掲載料から割り引き

◎締め切りは掲載希望号の2カ月前

　市では今後、印刷物などに
も有料広告を掲載し、歳入
の確保に努めていく予定で
す。みなさまの理解と協力
をお願いします。

天地　縦　　50ピクセル
左右　横　 160ピクセル
データ容量　20キロバイト以内
形式　Jpeg、Gif形式、Flash形式のい

ずれかでALT属性テキストデー
タ、全角20文字以下

トップページ 
15,000円 

 
トップページ外 
10,000円 

広 

報 

紙

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ ■問い合わせ先

　秘書課広報・報道係　☎（36）1055

冬のお肌に“冬用クリーム”お使い下さい！
お肌の冷え・乾燥・老け肌から守ってくれます。4,200￥～
このチラシをご持参下さい。冬用クリームいろいろ試せるサンプルセット差し上げます。

冬用クリーム
サンプル
お試し券

11月末日まで

ご相談ください資生堂化粧品専門店

TEL・FAX 36-0254
ビューティーショップ愛 宗像市日の里1-11-3（東郷駅日の里側）

◎定休日 /日曜日・祝日（10:00～20:00）

ビューティーショップ愛へ

資生堂チェインストア エステティックサロン

J
R
東
郷
駅

西
日
本

シ
テ
ィ
銀
行

高層アパート
日の里

ビューティー
ショップ

愛

ベネフィーク、クレ・ド・ポーボーテ、シネルジック、グラナス、イン＆オン、キオラ、ディープログラム、キリョウ、
シセイドウメン、美容食品、マキアージュ、エリクシール、ディシラ化粧品、資生堂パーラー（お菓子） etc.
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市
内
の
小
・
中
学
校
で

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
授
業
が

　
　
　

進
ん
で
き
て
い
ま
す

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（Inform

ation 
and C

om
m

unication 
Technology

）
と
は
、
一
般

的
に
は
「
情
報
通
信
技
術
」
と

訳
さ
れ
ま
す
が
、
文
部
科
学
省

や
教
育
の
分
野
で
は
「
情
報
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
技
術
」
と

訳
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
市
内
の
小
・
中
学
校

全
校
に
は
、
デ
ジ
タ
ル
Ｔ
Ｖ
と

デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ
ン
ツ
（
学
習

探
検
ナ
ビ
）
が
配
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
９
月
か
ら
、
学

校
情
報
化
モ
デ
ル
検
証
事
業
と

し
て
、
市
内
の
２
中
学
校
と
４

小
学
校
に
電
子
黒
板
な
ど
を
配

備
。
あ
わ
せ
て
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
指
導

員
を
配
置
し
、
学
校
内
Ｉ
Ｃ
Ｔ

③
子
ど
も
た
ち
の
ノ
ー
ト
（
考

え
た
こ
と
）
を
拡
大
提
示
す

る
こ
と
で
、
自
分
の
考
え
を

分
か
り
や
す
く
説
明
し
た

り
、
友
達
の
考
え
を
分
か
り

や
す
く
聞
い
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す

④
学
習
時
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
型

教
材
な
ど
を
使
う
こ
と
で
、

た
く
さ
ん
の
問
題
に
集
中
し

て
学
習
に
取
り
組
む
こ
と
が

で
き
ま
す

⑤
子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え

を
文
章
に
ま
と
め
た
り
、
調

べ
た
こ
と
を
図
表
や
グ
ラ
フ

に
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た

り
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

⑥
子
ど
も
た
ち
が
苦
手
な
教
科

を
、
豊
富
な
問
題
を
使
っ
て

繰
り
返
し
学
習
し
た
り
、
練

習
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す

●
電
子
黒
板
を
使
っ
て
授
業
を

し
て
い
る
教
師
の
コ
メ
ン
ト

▽
普
段
、発
表
の
苦
手
な
子
が
、

電
子
黒
板
を
使
う
こ
と
で
発

表
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
算
数
の
図
形

の
問
題
な
ど
、
目
で
実
際
に

確
か
め
な
が
ら
授
業
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
い
い
で

の
活
用
に
関
す
る
指
導
・
支
援

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
で

　
　
　
　
　

授
業
が
変
わ
る

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
す
る
と
、
先

生
は
、
学
習
内
容
を
分
か
り
や

す
く
説
明
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
児
童
・
生
徒
に
は
、
学

習
内
容
が
、
よ
り
理
解
で
き
る

よ
う
に
な
り
、
学
力
向
上
に
つ

な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
具
体
的

に
は
、
次
の
①
〜
⑥
で
す
。

①
さ
ま
ざ
ま
な
教
材
を
拡
大
提

示
で
き
、
学
習
に
対
す
る
子

ど
も
た
ち
の
興
味
と
関
心
が

高
ま
り
ま
す

②
教
科
書
の
問
題
文
や
図
表
を

拡
大
提
示
す
る
こ
と
で
、
子

ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
、

課
題
を
は
っ
き
り
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す

電子黒板を利用した中学校理科の授業

電子黒板を活用した小学校算数の授業

な
か
っ
た
映
像
を
見
せ
た
り

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
、

生
徒
に
と
っ
て
理
解
し
や
す

く
な
り
ま
し
た
（
中
学
校
教

師
）

●
電
子
黒
板
を
使
っ
た
授
業
を

受
け
て
い
る
児
童
・
生
徒
の

コ
メ
ン
ト

▽
漢
字
の
書
き
順
の
練
習
を
、

電
子
黒
板
を
見
な
が
ら
み
ん

な
と
一
緒
に
で
き
た
の
が
楽

し
か
っ
た
（
小
学
生
）

▽
普
通
の
授
業
で
は
、
文
字
だ

け
で
分
か
り
に
く
い
と
き
が

あ
る
け
れ
ど
、
電
子
黒
板
は

映
像
な
ど
で
分
か
り
や
す

く
、
授
業
が
す
ご
く
よ
く
理

解
で
き
ま
し
た
（
中
学
生
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

☎
（
36
）
５
０
９
９

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
で

授
業
が
も
っ
と

分
か
り
や
す
く
な
る

土曜日授業 を始めます

子どもを鍛える！
伸ばす！

子どもを鍛える！
伸ばす！

子どもを鍛える！
伸ばす！

す
（
小
学
校

教
師
）

▽
電
子
黒
板
を

使
う
こ
と

で
、
図
や
プ

リ
ン
ト
な
ど

を
カ
ラ
ー
で

拡
大
・
縮
小

し
て
説
明
で

き
た
り
、
今

ま
で
見
せ
る

こ
と
が
で
き

　
平
成
25
年
度
か
ら
市
内
の

小
・
中
学
校
で
、本
格
的
に「
土

曜
日
授
業
」
を
始
め
ま
す
。

　
土
曜
日
授
業
で
は
「
家
庭
・

地
域
と
の
連
携
に
よ
る
行
事
や

授
業
」「
保
護
者
、
地
域
住
民

へ
の
公
開
授
業
」
を
実
施
し
、

学
校
教
育
に
関
す
る
理
解
や
関

心
を
深
め
て
ほ
し
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
毎
月
10
日
の
「
学
校
の
日
」

と
は
別
に「
土
曜
日
授
業
の
日
」

を
設
け
、
宗
像
の
子
ど
も
た
ち

を
「
鍛
え
、
伸
ば
す
」
機
会
を

増
や
し
ま
す
。
家
庭
・
地
域
の

み
な
さ
ん
に
子
ど
も
た
ち
の
様

子
を
見
て
も
ら
っ
た
り
、
子
ど

も
た
ち
と
一
緒
に
学
ん
で
も

ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、
宗
像
の

将
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
育

成
に
参
画
し
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　
本
年
度
は
、
来
年
度
か
ら
の

本
格
的
な
実
施
に
向
け
て
、
各

学
校
で「
土
曜
日
授
業
の
試
行
」

を
実
施
し
て
い
ま
す
。
市
教
育

委
員
会
で
は
、
各
学
校
で
の
試

行
結
果
を
受
け
て
、
10
月
23
日

付
け
で
「
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
指

針
）」
を
作
成
し
ま
し
た
。
こ

れ
を
基
に
、
各
学
校
で
来
年
度

の
実
施
計
画
を
作
成
し
て
い
き

ま
す
。

　
地
域
・
学
校
行
事
な
ど
、
各

学
校
の
状
況
で
日
程
を
変
更
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
基
本

的
に
は
「
第
１
土
曜
日
」
に
年

３
回
以
上
授
業
を
実
施
す
る
予

定
で
す
。

　
こ
れ
ま
で
、
自
由
ヶ
丘
・
城

山
・
日
の
里
・
中
央
・
玄
海
の

５
中
学
校
と
、
玄
海
小
学
校
で

試
行
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
内

容
は
、
公
開
授
業
、
講
演
会
、

親
子
教
室
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、

慣
れ
な
い
土
曜
日
の
登
校
に
戸

惑
い
な
が
ら
も
一
生
懸
命
学
習

に
取
り
組
ん
だ
り
、
講
師
の
話

を
真
剣
に
聴
い
た
り
す
る
子
ど

も
た
ち
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し

た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

�

☎
（
36
）
５
０
９
９

●
日
の
里
中
学
校

　

山
本
美
也
子
さ
ん
の
講
演
会

で
「
命
の
大
切
さ
」
を
学
び
ま

し
た
。
飲
酒
運
転
に
よ
る
交
通

事
故
で
息
子
さ
ん
を
亡
く
し
た

時
の
苦
し
み
か
ら
、
現
在
の
思

い
と
今
後
の
活
動
ま
で
、
今
を

生
き
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
も
ら
い
ま
し
た
。

●
中
央
中
学
校

　
文
化
祭
に
向
け
て
保
護
者
参

加
の
準
備
活
動
を
し
ま
し
た
。

当
日
の
発
表
だ
け
で
な
く
、
生

徒
た
ち
が
力
を
合
わ
せ
て
作
り

上
げ
る
様
子
を
見
た
り
、
一
緒

に
制
作
し
た
り
す
る
こ
と
は
初

め
て
で
す
。
土
曜
日
な
ら
で
は

の
新
し
い
取
り
組
み
で
し
た
。

●
玄
海
小
学
校

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
子
ど
も
と
メ

デ
ィ
ア
の
藤
原
浩
美
先
生
の
講

話
を
聴
き
ま
し
た
。「
ネ
ッ
ト

に
よ
る
誹
謗
中
傷
・
い
じ
め
等

防
止
」
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

年
齢
、
年
代
、
立
場
に
応
じ
て

危
機
感
、
責
任
感
を
持
つ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
本
年
度
の
取
り
組
み
か
ら
〜
土
曜
日
授
業
の
試
行
状
況
〜
】
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市
教
育
委
員
会
で
は
、
今

年
も
調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー

ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
調
べ
学
習
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
自
分
の
考
え

を
ま
と
め
、
発
表
す
る
力
を

養
う
と
共
に
図
書
館
の
利
用

が
活
発
に
な
っ
て
い
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
作
品
の
応
募
数
は
、
小
学

生
の
部
が
５
６
１
点
、
中
学

生
の
部
が
64
点
の
総
計
６
２

５
点
で
し
た
。

　
10
月
18
日
の
審
査
会
で
入

賞
作
品
を
決
定
し
、
11
月
３

日
に
開
催
し
た
子
ど
も
ま
つ

り
で
、
全
応
募
作
品
の
展
示

と
受
賞
者
の
表
彰
式
を
実
施

し
ま
し
た
。
各
賞
の
受
賞
者

と
作
品
名
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

【
市
長
賞
受
賞
者
の
声
】

▽
原
如
海
さ
ん

（
玄
海
東
小
・
４
年
）

　
絶
滅
が
心
配
さ
れ
て
い
る

３
種
類
の
ド
ジ
ョ
ウ
を
調
べ

ま
し
た
。
他
に
も
た
く
さ
ん

生
き
も
の
を
見
つ
け
ま
し

た
。
豊
か
な
自
然
や
生
き
も

の
た
ち
を
守
っ
て
い
き
た
い

で
す
。
自
由
研
究
は
と
て
も

楽
し
か
っ
た
で
す
。

▽
岡
部
秋
陽
さ
ん

（
自
由
ケ
丘
小
・
６
年
）

　
今
年
は
、
神
社
・
仏
閣
に

興
味
を
持
っ
た
の
で
調
べ
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
今
年
か

ら
、
郷
土
が
テ
ー
マ
の
優
れ

た
作
品
に
特
別
賞
が
で
き
た

と
聞
い
た
の
で
、
こ
れ
を
目

学びの里

　
市
民
図
書
館
で
は
、
夏
休

み
中
の
４
日
間
、
中
央
館

（
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
図
書
館
）

２
階
に
、
調
べ
る
学
習
コ
ン

ク
ー
ル
の
作
品
を
制
作
す
る

小
・
中
学
生
と
保
護
者
を
対

象
に
し
た
「
な
ん
で
も
相
談

室
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

　
相
談
室
で
は
、
図
書
司
書

が
、
コ
ン
ク
ー
ル
の
テ
ー
マ

選
び
や
資
料
探
し
、
レ
ポ
ー

ト
の
ま
と
め
方
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
質
問
に
答
え
、
作
品

制
作
を
支
援
し
ま
し
た
。

　
相
談
室
の
利
用
者
は
４
日

間
で
40
人
。
中
に
は
、
初
め

て
図
書
館
の
資
料
を
利
用
し

た
人
も
い
ま
し
た
。
ま
た
、

学
校
図
書
館
に
は
な
い
資
料

を
活
用
し
、
制
作
に
取
り
組

ん
だ
人
も
い
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
図
書
課
市
民
図
書
館
係

　
☎
（
37
）
１
３
２
１

部・応募数 賞 作品名 氏名 学校名・学年

小学生
低・中学年
の部

市長賞 シマドジョウをさがせ!!! 原　如
い く み

海 玄海東小４年

教育委員長賞
えっ！塩ってすごいな　冷ぞう庫を使わないで
アイスクリームが作れるの?! 小宮愛

あ い り

莉 東郷小４年

教育長賞 コケのせかいをのぞいてみよう！ 福井悠
ゆ づ き

月 河東西小２年

優秀賞 チリメンモンスターてなあに？ 瀬戸山　奏
かなで

自由ヶ丘小３年

小学生
高学年
の部

市長賞 宗像の神社仏閣めぐり 岡部秋
あきひろ

陽 自由ヶ丘小６年

教育委員長賞 ウミガメの涙 馬庭　悠
ゆう

満川　萌
もえ 河東小６年

教育長賞
夏のはたらきもの
～アイガモ水稲同時作について～ 青木美

み さ と

聖 赤間西小６年

優秀賞
ひかりのおくりもの
ー虹をみつけた！ー

中原夕
ゆ う き

稀
中原彩

さ あ や

絢

河東西小５年
河東西小２年

中学生の部

市長賞 過去・現在・未来へつなぐ震災からの教訓 河野共
と も き

喜 自由ヶ丘中３年

教育委員長賞
海水から金属を取り出す方法
～資源とは何か～ 林　領

りょうま

磨 河東中３年

教育長賞 漬け物電流 有村優
ゆ う か

花 河東中３年

優秀賞 ＤＮＡのすがたが見たい!! 梨羽千
ち さ と

聖 玄海中３年

小学生の部 特別賞
わたしのなかのおりひめぼし
～ことざについて～ 成松琴

こ と ね

音 日の里東小１年

中学生の部 特別賞 『沖ノ島』 石津郁
ふ み や

也 中央中３年

親
子
で
さ
ま
ざ
ま
な

内
容
を
司
書
に
質
問

今
年
も
力
作
が
勢
ぞ
ろ
い

第7回
市
図
書
館
を
使
っ
た

調
べ
る
学
習
コ
ン
ク
ー
ル

自
分
で
調
べ
て
自
分
で
制
作

調べる学習
コンクール

自
分
で
調
べ
て
自
分
で
制
作

な
ん
で
も
相
談
室
の

４
日
間

指
し
て
頑
張
り
ま
し
た
が
、

市
長
賞
と
聞
い
て
驚
き
ま
し

た
。
宗
像
の
神
社
・
仏
閣
を

調
べ
て
み
る
と
、
た
く
さ
ん

あ
っ
た
の
で
、
い
つ
か
全
て

行
っ
て
み
た
い
で
す
。

▽
河
野
共
喜
さ
ん

(

自
由
ケ
丘
中
・
３
年
）

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
市
長

賞
を
受
賞
で
き
て
、
と
て
も

う
れ
し
い
で
す
。
関
東
大
震

災
や
阪
神
淡
路
大
震
災
を
調

べ
る
と
き
に
、
資
料
が
限
ら

れ
て
い
て
、
何
が
正
し
い
情

報
な
の
か
と
い
う
点
で
苦
労

し
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、

被
災
し
た
友
人
の
思
い
を
受

け
継
い
で
、
震
災
の
こ
と
を

風
化
さ
せ
な
い
た
め
に
語
り

続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
図
書
課
学
校
図
書
館
係

　
☎
（
34
）
２
２
６
４

表
彰
式
の
様
子

応
募
作
品
展
示
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学びの里

　
市
民
図
書
館
で
は
、
利
用

者
の
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に
応
え

る
た
め
「
本
の
物
流
シ
ス
テ

ム
」を
構
築
し
て
い
ま
す（
左

図
参
照
）。

●
市
民
図
書
館
の
本
は
、
ど

こ
で
も
借
り
る
こ
と
が
で

き
、
ど
こ
で
も
返
す
こ
と

が
で
き
る
❶

●
市
内
３
大
学
（
福
岡
教
育

大
学
、
東
海
大
学
福
岡
短

期
大
学
、
日
本
赤
十
字
九

州
国
際
看
護
大
学
）
や
県

内
公
共
図
書
館
か
ら
、
利

用
者
の
読
み
た
い
本
を
取

り
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
、

返
す
こ
と
が
で
き
る
❷
❻

●
自
由
ヶ
丘
地
区
と
赤
間
地

区
の
コ
ミ
セ
ン
で
は
、
市

民
図
書
館
の
本
を
予
約
し

て
借
り
る
こ
と
が
で
き
、

返
す
こ
と
が
で
き
る
❷

●
市
内
小
・
中
学
校
図
書
室

に
、
学
校
で
必
要
な
市
民

図
書
館
の
本
を
届
け
る
❸

●
大
島
小
・
中
学
校
図
書
室

で
市
民
図
書
館
の
本
を
借

り
る
こ
と
が
で
き
、
返
す

こ
と
が
で
き
る
❹

●
地
島
小
学
校
内
「
じ
の
し

ま
ら
い
ぶ
ら
り
」
で
市
民

図
書
館
の
本
を
借
り
る
こ

と
が
で
き
、
返
す
こ
と
が

で
き
る
❺

市民図書館中央館・
分館・分室

❻県内公共
　　図書館
　　メール便

❶分館　
　メール便

❸学校メール便
▼小学校＝13校　▼中学校＝6校　

▲赤間コミセンで
　本を借りる親子

▼じのしまらいぶらり

物流

物流

❷大学・コミセンメール便

❺地島メール便

【本の物流システム】

❹大島メール便
市内３大学図書館

他の
公共図書館

市内小・中学校
図書室

コミュニティ・
センター

赤間駅
返却ボックス

■
問
い
合
わ
せ
先　

図
書
課
市
民
図
書
館
係　

☎（
37
）１
３
２
１１

身
近
な
施
設
で
図
書
館
の

本
を
利
用
で
き
ま
す

身
近
な
施
設
で
図
書
館
の

本
を
利
用
で
き
ま
す

みんなで食べたらおいしいね

～子どもたちに食育を～

家族と
食を共にする共 食

きょうしょく

国中学
２年生

市中学
２年生

国小学
５年生

市小学
５年生

市小学
２年生

0 20 40 60 80 100
（％）

1.1

20.0 27.6 31.3 20.0

21.1 25.9 31.1 18.2 3.7

29.4 33.8 21.6 11.4 3.8

14.1 18.8 44.2 4.618.3

20.6 25.3 19.0 30.4 4.7

0

国中学
２年生

市中学
２年生

国小学
５年生

市小学
５年生

市小学
２年生

20 40 60 80 100
（％）

48.4 42.2 6.5

53.5 35.2

57.6 33.3

51.7 26.6 10.0 5.06.6

56.0 29.0
4.3

5.15.6

3.4 4.2
1.5

4.6 3.9
2.8

1.9 1.1
グラフ１　いつもどのように夕食を食べていますか？

■家族そろって食べる

■大人の家族の
　誰かと食べる

■子どもだけで食べる

■１人で食べる

■その他

▷市＝平成23年度宗像市児童生徒の食生活等に関する実態調査　▷国＝平成19年度児童生徒の食生活等実態調査

■家族そろって食べる

■大人の家族の
　誰かと食べる

■子どもだけで食べる

■１人で食べる

■その他

グラフ２　いつもどのように朝食を食べていますか？

　子どもたちが「食」について学ぶ最も身近な場所は、家庭の

食卓です。ところが、近年、家族が朝食や夕食をばらばらに食

べる状況が見受けられます。

　市が平成23年度に小・中学校で実施した調査では、夕食を

「一人で食べる」と答えた子どもは、小学２年生が1.9％、小学

５年生が2.8％、中学２年生が10.0％でした。前回調査した平

成20年度から、いずれの学年も増えています。

　また、平成19年度に国が実施した調査と比べると、「一人で

食べる」子どもの割合が多いということが分かりました（グラ

フ１参照）。

　朝食を「一人で食べる」子どもたちはさらに多く、小学２年

生と５年生の平均は約19％、中学２年生は約44％が一人で食

べていることが分かりました（グラフ２参照）。

　家族が食卓を囲んで会話をしながら食事をすることで、子ど

もは食事の楽しさを実感することができます。また、家族が子

どもに、箸の正しい持ち方や食事の礼儀作法、食文化などを伝

えることで、良い習慣や正しい知識を身に付けることができま

す。

　子どもが健やかに成長していくためには、１日３食、規則正

しくバランスの良い食事をすることが大切です。このような食

生活の習慣を身に付けさせるのも、家庭の役割です。家族のコ

ミュニケーションを深めながら、みんなが規則正しい食生活を

送ることができるように、家族そろって食事をするように心が

けましょう。

■問い合わせ先

　学校管理課　☎（36）１３２２
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通
常
、
沖
ノ
島
へ
は
上
陸

で
き
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
以
外

の
構
成
資
産
へ
行
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
そ
の
取
り
組
み

と
し
て
、
市
内
の
市
民
団
体

が
バ
ス
ツ
ア
ー
や
講
座
、
さ

ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催

す
る
な
ど
、
世
界
遺
産
登
録

に
向
け
て
活
動
し
て
い
ま

す
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
ミ
ュ
ー

ジ
カ
ル
な
ど
の
啓
発
活
動
を

通
じ
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人

た
ち
に
関
心
を
深
め
、
宗
像

の
歴
史
・
文
化
を
守
り
、
語

り
伝
え
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。

　

世
界
遺
産
登
録
活
動
の

　
　
　
　
　

本
当
の
目
的

　
本
遺
産
の
他
に
も
、
国
内

に
は
12
件
の
遺
産
が
暫
定
リ

ス
ト
に
記
載
さ
れ
、
次
の
世

界
遺
産
登
録
を
目
指
し
て
い

ま
す
。早
い
と
こ
ろ
で
は「
富

士
山
」
や
「
武
家
の
古
都
・

鎌
倉
」
が
平
成
25
年
度
の
登

録
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
推
薦
書
は
平
成
24
年
度
か

ら
、
１
つ
の
国
か
ら
文
化
遺

産
１
件
の
み
の
申
請
と
な
っ

て
い
ま
す
。
登
録
そ
の
も
の

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
状
況

の
中
、
推
薦
書
の
提
出
を
予

定
し
て
い
る
案
件
は
数
多
く

あ
り
、
先
行
き
は
ま
だ
不
透

明
で
す
。
た
だ
し
、
は
っ
き

り
し
て
い
る
こ
と
は
、
世
界

遺
産
の
価
値
と
し
て
証
明
が

整
い
、
資
産
と
緩
衝
地
帯
の

保
護
体
制
が
確
実
に
整
っ
た

と
こ
ろ
か
ら
推
薦
書
を
提
出

す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
る

こ
と
で
、
市
へ
の
訪
問
者
が

増
加
し
、
交
通
渋
滞
、
ご
み

の
散
乱
、
遺
産
の
損
壊
な
ど

が
心
配
さ
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
、
宗
像
の
環
境
を
保

護
し
な
が
ら
受
け
入
れ
態
勢

の
充
実
を
図
っ
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
宗
像
の
歴
史
に
ふ
さ
わ
し

い
ま
ち
の
景
観
は
、
実
際
に

住
ん
で
い
る
み
な
さ
ん
と
つ

　

世
界
遺
産
登
録
の
目
的

　

と
市
民
と
の
関
わ
り

　
本
遺
産
群
の
構
成
資
産

は
、
沖
ノ
島
、
宗
像
神
社
＝

宗
像
大
社
（
沖
津
宮
、
中
津

宮
、
辺
津
宮
）、
津
屋
崎
古

墳
群（
新
原
・
奴
山
古
墳
群
）

に
決
ま
り
ま
し
た
。こ
れ
は
、

県
知
事
を
会
長
と
す
る
世
界

遺
産
推
進
会
議
で
平
成
24
年

８
月
に
決
定
し
た
も
の
で

す
。
こ
の
推
進
会
議
は
、
本

遺
産
群
の
価
値
の
証
明
や
世

界
遺
産
推
薦
書
提
出
に
向
け

　

価
値
を
受
け
継
い
で
い
く

　

こ
と
が
大
切

　
本
遺
産
の
価
値
は
、
資
産

が
複
数
で
内
容
も
分
か
り
づ

ら
く
、
ま
た
、
通
常
は
上
陸

で
き
な
い
沖
ノ
島
を
身
近
に

感
じ
ら
れ
な
い
と
い
う
意
見

も
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
本
年
４
月
に

は
「
海
の
道
む
な
か
た
館

（
郷
土
文
化
学
習
交
流
館
）」

を
世
界
遺
産
の
ガ
イ
ダ
ン
ス

施
設
と
し
て
開
館
。
本
遺
産

を
紹
介
し
た
３
Ｄ
シ
ア
タ
ー

や
、
パ
ネ
ル
で
本
遺
産
を
詳

し
く
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
他
、
新
聞
、
ラ
ジ
オ
、

テ
レ
ビ
、
雑
誌
な
ど
で
、
本

遺
産
の
価
値
を
伝
え
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
、
国
内
で
少

し
ず
つ
本
遺
産
の
こ
と
が
知

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

た
内
容
の
確
定
な
ど
、
大
き

な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
の
世
界
遺

産
登
録
活
動
に
何
か
協
力
で

き
る
こ
と
は
な
い
か
と
い
う

質
問
を
市
民
の
み
な
さ
ん
か

ら
よ
く
も
ら
い
ま
す
。
そ
れ

に
は
、
ま
ず
、
こ
の
活
動
の

目
的
を
理
解
し
、
行
動
に
変

え
て
ほ
し
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
そ
の
目
的
と
は
、
宗
像
の

貴
重
な
遺
産
を
み
ん
な
で

守
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
で

す
。
沖
ノ
島
は
一
言
で
い
う

と
「
神
聖
な
島
」
で
す
。
世

界
遺
産
登
録
を
進
め

る
上
で
、
沖
ノ
島
の

価
値
や
信
仰
の
意

味
を
理
解
し
、
沖
ノ

島
が
神
聖
な
島
で
あ

る
と
い
う
意
識
を
高

め
る
こ
と
が
重
要
で

す
。

　
現
在
の
宗
像
市

は
、
福
岡
市
と
北
九

州
市
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
な
り
、
居
住
空

間
と
し
て
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
ま

す
。
問
題
は
、
こ
の

居
住
空
間
の
拡
大
や

開
発
な
ど
か
ら
、
文

化
・
歴
史
景
観
地
区（
＊
１
）

を
ど
の
よ
う
に
守
っ
て
い
く

か
で
す
。

　
今
後
、
世
界
遺
産
の
構
成

資
産
を
保
護
す
る
た
め
の
緩

衝
地
帯
は
、
手
厚
い
ル
ー
ル

を
作
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ル
ー
ル
作
り
に
は
市
民

の
参
画
が
不
可
欠
で
す
。
さ

ま
ざ
ま
な
開
発
で
作
り
変
え

ら
れ
た
宗
像
よ
り
も
、
本
来

の
良
さ
を
あ
り
の
ま
ま
に
感

じ
ら
れ
る
宗
像
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

（
＊
１
）
文
化
・
歴
史
景
観

地
区
と
は
、
宗
像
大
社
や

鐘
崎
の
織
幡
神
社
な
ど
の

周
辺
に
は
、
山
、
川
、
海
、

農
村
漁
村
集
落
な
ど
昔
な

が
ら
の
懐
か
し
い
風
景
が

あ
る
よ
う
に
、
土
地
に
刻

み
込
ま
れ
た
歴
史
的
・
文

化
的
な
空
間
を
景
色
と
し

て
見
て
と
れ
る
景
観
地
区

の
こ
と

く
り
上
げ
て
い
く
も
の
で

す
。
特
に
、
資
産
候
補
の
あ

る
田
島
の
辺
津
宮
周
辺
や
大

島
な
ど
は
、
文
化
歴
史
景
観

地
区
と
し
て
重
要
な
地
域
で

す
。
今
年
完
成
し
た
神
湊

タ
ー
ミ
ナ
ル
は
、
和
風
に
こ

だ
わ
り
、
訪
れ
た
人
に
宗
像

の
風
土
を
感
じ
て
も
ら
う
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
緩
衝

地
帯
に
求
め
ら
れ
る
こ
と

は
、
資
産
と
周
辺
の
歴
史
的

な
景
観
を
保
護
す
る
こ
と
で

す
。本
来
の
宗
像
の
景
観
は
、

山
が
あ
り
、
川
が
あ
り
、
田

畑
が
あ
り
、
山
と
田
ん
ぼ
の

間
に
集
落
が
営
ま
れ
、
海
岸

に
は
漁
村
や
松
原
が
あ
り
ま

す
。
歴
史
に
裏
打
ち
さ
れ
た

当
た
り
前
の
景
観
を
残
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

　
何
よ
り
も
、
今
、
こ
の
地

に
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
子
ど

も
た
ち
に
、
宗
像
の
歴
史
や

自
然
に
つ
い
て
理
解
し
て
も

ら
い
、
将
来
、
市
外
で
生
活

を
始
め
た
と
し
て
も
、
自
信

と
誇
り
を
持
っ
て
故
郷
の
こ

と
を
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

が
、
世
界
遺
産
登
録
活
動
の

本
当
の
目
的
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。

学びの里

ふるさとから
世界遺産を!

連
遺
産
群

連
遺
産
群

連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関
連
遺
産
群

宗像･沖ノ島と関

第47回

宗
像
の
未
来
図

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
ら

県知事を会長とする世界遺産推進会議

昔懐かしい大島の漁村風景

参加型ミュージカル「むなかた」

第４回本遺産国際シンポジウム

　
「
宗
像
・
沖
ノ
島
と
関
連
遺
産
群
」
は
平
成
21
年
１
月
５
日
、
ユ
ネ
ス
コ

世
界
遺
産
暫
定
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
、
現
在
、
平
成
28
年
夏
の
世
界
遺
産
登

録
を
目
指
し
て
推
進
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
、
構
成
資
産
の

候
補
決
定
に
伴
い
、
登
録
へ
の
目
指
す
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　
　
　

■
問
い
合
わ
せ
先　

世
界
遺
産
登
録
推
進
室　

☎
（
��
）
２
６
１
７

海の道むなかた館での三姉妹演奏

【世界遺産登録までの流れ（予定)】

平成21年１月

＊情報照会は追加書類を提出し、翌年に再審査。登録延期は
　より深い再検討が必要で、不登録は原則として再推薦でき
　ない

世界遺産暫定リスト記載

平成24年度
▽世界遺産推薦書作成
▽包括的保存管理計画素案作成
▽緩衝地帯保護のための法的整備案作成

平成25年度
▽世界遺産推薦書作成
　包括的保存管理計画作成
▽緩衝地帯保護のための法的整備

平成26年度 ▽世界遺産推薦書の提出
▽緩衝地帯保護のための法的措置の施行

平成27年度 ICOMOS（国際記念物遺跡会議）の調査

平成28年度
世界遺産登録委員会の審査
（登録、情報照会、登録延期、登録不可の
いずれかが決議される）
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　田久と三郎丸の２地区で取り組んでいる通学合
宿を９月に実施しました。
　通学合宿は、子どもたちが親元を離れ、異年齢
の集団で公民館などに寝泊まりしながら学校へ通
う取り組みです。日常生活そのものが通学合宿の
プログラムで、子どもたちは起床、料理、掃除、
洗濯など、日常生活の基本をボランティアスタッ
フにサポートしてもらいながら自力で取り組みま
す。
　実体験を重視した教育として、学校、家庭、地
域で取り組み、この合宿を通して、子どもたちの
連帯性、協調性、自主自立性、忍耐力などを養い
ます。また、家庭の大切さを認識するとともに、
心豊かにたくましく生きることのできる力を育成
しています。

【田久地区】
●実施期間　９月17日～同22日（５泊６日）
●場　　所　田久公民館
●対　　象　小学３～６年生（20人）
●活動内容　料理（朝食、夕食、準備、買い出し）、

掃除、洗濯、もらい風呂、竹灯ろう
作り、星空観察、バーベキュー、テ
ント泊など

【三郎丸地区】
●実施期間　９月24日～同29日（５泊６日）
●場　　所　三郎丸公民館
●対　　象　小学４～６年生（12人）
●活動内容　料理（朝食、夕食、準備、買い出し）、

掃除、もらい風呂、うどん作り、バー
ベキュー、テント泊など

　「自分の地区で通学合宿を実施してみたい」「ど
のように運営してよいか分からない」など、通学
合宿に関心のある人は、気軽に相談してください。

■問い合わせ先　　　　　　
　子ども育成課子ども育成係
　　　　　　☎（36）１２１４

人
が
移
動
す
る
の
に
欠
か
せ
な
い
道

３
つ
の
根
拠
で
駅
家
の
可
能
性
を
検
証

都
の
文
化
が
残
る
吉
武
地
区

　
昭
和
58
年
、
武
丸
大
上
げ

遺
跡
が
Ｊ
Ｒ
の
城
山
ト
ン
ネ

ル
入
口
の
東
側
で
発
掘
調
査

さ
れ
ま
し
た
。こ
の
場
所
は
、

現
在
も
交
通
の
大
切
な
地
点

と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
官
道

の
想
定
ル
ー
ト
も
こ
こ
を
通

り
ま
す
。

　
遺
跡
か
ら
は
長
方
形
で
大

型
の
掘
立
柱
建
物
（
ほ
っ
た

て
ば
し
ら
た
て
も
の
）
が
2

棟
確
認
さ
れ
、
大
量
の
瓦
も

出
土
し
ま
し
た
。
瓦
は
、
鬼

の
顔
を
表
現
し
た
鬼
瓦
、
ハ

ス
の
形
を
あ
し
ら
っ
た
軒
丸

瓦
（
の
き
ま
る
が
わ
ら
）、

唐
草
文
様
（
か
ら
く
さ
も
ん

よ
う
）
を
あ
し
ら
っ
た
軒
平

瓦
な
ど
で
す
。

　
こ
の
掘
立
柱
建
物
は
、
都

が
平
安
京
へ
移
さ
れ
た
８
世

紀
後
半
～
９
世
紀
前
半
に
造

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
古
代
の
瓦
ぶ
き
の
建
物

は
、「
官
衙
（
か
ん
が
）」（
役

所
）、
寺
院
、
貴
族
の
居
館

（
き
ょ
か
ん
）
な
ど
、
ご
く

限
ら
れ
た
も
の
で
し
た
。
武

丸
大
上
げ
遺
跡
の
建
物
は
、

立
地
条
件
と
配
置
の
状
況
か

ら
官
衙
の
１
つ
の
駅
家
で
は

な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
古
代
で
は
、
都
（
み
や

こ
）
と
地
方
を
最
短
距
離
で

結
ぶ
道
路
を
整
備
し
て
「
官

道
（
か
ん
ど
う
）」（
現
在
の

国
道
）
と
呼
び
ま
し
た
。
今

ま
で
の
調
査
で
発
見
さ
れ
た

官
道
は
、
６
～
12
メ
ー
ト
ル

程
度
の
幅
で
、
両
側
に
側

溝
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
し

た
。

　
官
道
に
は
、
人
や
馬
な

ど
を
備
え
た
「
駅
家
（
う

ま
や
）」
と
い
う
施
設
が

30
里
（
約
16
キ
ロ
。
当
時

の
１
里
は
約
５
３
０
メ
ー

ト
ル
と
い
わ
れ
て
い
ま

　
駅
家
の
根
拠
は
、
①
平

安
時
代
に
書
か
れ
た
歴
史
書

「
日
本
後
紀
（
に
ほ
ん
こ
う

き
）」
に
は
大
宰
府
か
ら
都
ま

で
の
駅
家
は
瓦
ぶ
き
で
、
白

壁
造
り
で
あ
っ
た
②
調
査
さ

れ
た
古
代
の
山
陽
道
の
駅
家

に
は
、
峠
を
越
え
た
山
際
に

位
置
す
る
例
が
あ
る
③
平
安

時
代
の
法
律
を
記
し
た
「
延

喜
式
（
え
ん
ぎ
し
き
）」
に

は
駅
名
と
駅
馬
（
役
人
が
官

道
で
移
動
の
と
き
に
使
用
す

　
武
丸
大
上
げ
遺
跡
が
駅
家

跡
で
、
官
道
が
通
っ
て
い
た

と
す
れ
ば
、
久
戸
（
く
ど
）

の
大
日
堂
、長
宝
寺
観
音
堂
、

平
山
大
師
堂
に
平
安
時
代
に

造
ら
れ
た
仏
像
が
多
く
残
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
う
な
ず
け

ま
す
。

　
こ
の
辺
り
は
、
安
土
桃
山

時
代
以
降
、
唐
津
街
道
が
整

備
さ
れ
赤
間
宿
が
で
き
た
よ

う
に
、
昔
か
ら
交
通
の
要
所

だ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
繁

す
）
ご
と
に
設
け
ら
れ
ま
し

た
。
駅
家
で
は
、
都
と
地
方

を
行
き
来
す
る
役
人
や
外
交

使
節
が
、
馬
を
交
換
し
た
り

休
息
し
た
り
し
ま
し
た
。
こ

れ
は
「
駅
制
（
え
き
せ
い
）」

と
呼
ば
れ
、
７
世
紀
ご
ろ
に

る
馬
）
の
数
が
記
さ
れ
て
い

る
こ
と
で
す
。

　
仮
に
、
嶋
門
（
し
ま
と
）

駅
を
浜
口
廃
寺
（
芦
屋
町
字

月
軒
）、
津
日
（
つ
ひ
）
駅

を
畦
町
遺
跡
（
福
津
市
畦

町
）、
席
打
（
む
し
ろ
う
ち
）

駅
を
古
賀
市
筵
内
（
む
し
ろ

う
ち
）
と
考
え
る
と
、
嶋
門

駅
と
津
日
駅
の
間
に
武
丸
大

上
げ
遺
跡
が
入
る
こ
と
で
、

約
10
キ
ロ
の
等
距
離
の
位
置

に
な
り
ま
す
。

栄
を
見
守
っ
て
い
た
鬼
瓦

を
、
海
の
道
む
な
か
た
館
で

展
示
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
見

に
来
て
く
だ
さ
い
。

（
文
化
財
職
員
・
坂
本
雄
介
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
郷
土
文
化
学
習
交
流
課

　（
海
の
道
む
な
か
た
館
内
）

☎
（
62
）
２
６
０
０

学びの里

第20回

道
と
駅

武丸大上げ遺跡出土
鬼瓦（上）、

軒平瓦と軒丸瓦（下）

市
内
に
駅
家
が
あ
っ
た
？

確
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
文
書
を
持
っ
た
役

人
が
、
駅
で
馬
を
乗
り
換
え

な
が
ら
目
的
地
ま
で
行
く
こ

と
が
元
と
な
り
、
文
書
を
タ

ス
キ
に
変
え
た
ス
ポ
ー
ツ

が
、陸
上
競
技
の
駅
伝
で
す
。

武丸大上げ遺跡全景

武丸大上げ遺跡想定復元図

夕食のハンバーグ作り（田久）

地域のみなさんや
大学生がサポート（三郎丸）

手打ちうどん作り（三郎丸）

　
ま
た
、
駅
馬
の
数
は
、
嶋

門
駅
が
23
頭
、
津
日
駅
が
22

頭
で
、
そ
の
前
後
の
駅
は
15

頭
と
記
し
て
あ
り
、
武
丸
大

上
げ
遺
跡
に
は
15
頭
が
割
り

みんなで楽しく食事（田久）

たくましく！

合宿通学
心豊かに

当
て
ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
以
上
の
３
点
か
ら
、
武

丸
大
上
げ
遺
跡
は
駅
家
で
あ

る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
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問い合わせ先
男女共同参画推進課

男女共同参画推進センター
「ゆい」

TEL（36）0048
FAX（36）0032

TEL（36）0250
FAX（36）0269

　
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
は
、
い
ろ

い
ろ
な
形
が
あ
り
ま
す
（
表

１
）。
こ
れ
ら
は
全
て
、
相

手
を
支
配
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

し
よ
う
と
し
て
振
る
う
暴
力

で
す
。
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
は
、
Ｄ

Ｖ
防
止
法
の
対
象
と
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
見
過
ご
さ
れ

が
ち
で
す
が
、
相
手
の
心
や

体
を
傷
つ
け
る
行
為
で
、
エ

ス
カ
レ
ー
ト
す
る
と
暴
行
や

傷
害
な
ど
の
犯
罪
に
も
な
る

行
為
で
す
。「
２
人
の
問
題
」

「
自
分
に
は
関
係
な
い
」
と

思
っ
て
い
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
と
て
も
身
近
で
、
自

分
に
も
起
こ
る
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。

誰でも相談できます（相談無料）相談情報
相談事業名 場所 相談日 時間

①こころと生き方の相談
　（面接・電話相談）
　＊予約不要
　☎（36）１１５６
　メール kokoro@city.munakata.fukuoka.jp

市役所本館
１階・相談室
（101会議室横）

毎週月～
金曜日

（祝日を除く）

13：00

〜

17：00

②就業相談　＊２日前までに要予約
　就職に関する相談を受け付けます。職業あっ
せんはしていません 男女共同参画

推進センター
「ゆい」

毎月
第３水曜日

10：00

〜

12：00

③法律相談　＊要予約
　女性の弁護士が、離婚など女性を取り巻く問
題の相談を受け付けます

毎月
第３火曜日

13：00

〜

16：00

②③の予約は、男女共同参画推進センター「ゆい」☎（36）０２５０へ

あらゆる暴力を根絶！
～男女がお互いに尊重し合う
　　　　   対等な関係を築くために～防止

ＤＶ

交
際
相
手
か
ら
の

�

被
害
経
験

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

�

予
防
の
た
め
に

デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
か
も
し
れ

な
い
と
思
っ
た
ら

友
人
が
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を

し
て
い
た
ら

友
人
が
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
を

受
け
て
い
た
ら

児
童
虐
待
・

�

Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会

Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
の

�

サ
イ
ク
ル

暴力の種類 具体例

体への暴力 殴る、蹴る、物を投げつける、首を絞めるなど

心への暴力
怒鳴る、暴言を吐く、無視する、脅す、メールや着信
をチェックする、メールをすぐに返さないと怒るなど

性的な暴力 避妊に協力しない、性行為を強要するなど

社会的な暴力
友人のメールアドレスや電話番号を勝手に消去する、
交友関係をしつこくチェックする、束縛するなど

経済的な暴力 デート費用をいつも払わせる、お金を返さないなど

表１

表２　交際相手からの被害経験

図１　３つの期間を循環するDV・デートDVのサイクル

0 10 20 30 50 70 9040 60 80 100（%）

0.9

0.9

0.8

10.1

あった なかった 無回答

総数
（1,949人）

女
（1,064人）

男
（885人）

13.7

5.8

89.0

85.3

93.4

加害者
●怒りのコントロールができな
くなる
●パートナーが重度の外傷を
負うような暴力を振るう場
合もある

被害者
●緊張と恐怖を感じ、無力感を
持つ
●パートナーに従順になり、責
められることを受け入れる

加害者
●とげとげしい言葉や軽い爆発を起こす
●言葉が荒くなり、パートナーに軽い殴打や平手打ちな
どの暴力を振るう

被害者
●パートナーの爆発を予感し、それを防ぐために環境を
操作しようと考える

●暴力は自分のせいだと考え、理由付けしようとする
●大きな暴力に発展するとは信じたくない

暴力の爆発期

加害者
●パートナーを大切にする
●プレゼントなどをあげる

被害者
●パートナーが変わるのでは
ないかと希望を持つ
●約束を信じたいと思う

ＤＶのサイクル

開放期（ハネムーン期）

緊張の蓄積期

　
20
歳
以
上
の
男
女
の
う

ち
、
約
10
人
に
１
人
は
交
際

相
手
か
ら
被
害
を
受
け
た
こ

　
２
人
の
関
係
を
も
う
一
度

考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。
束
縛

す
る
こ
と
は
、
愛
情
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
好
き
な
相
手
の

言
う
こ
と
を
全
て
受
け
入
れ

な
く
て
も
い
い
の
で
す
。
我

慢
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い

関
係
は
良
い
関
係
と
言
え
ま

せ
ん
。

　
交
際
相
手
と
の
関
係
に

「
お
か
し
い
な
」
と
感
じ
る

こ
と
が
あ
れ
ば
、
一
人
で
悩

ま
ず
、
ま
ず
は
身
近
な
人
に

話
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
相
談

窓
口
も
あ
り
ま
す
。
一
人
で

抱
え
込
む
と
、つ
ら
く
な
り
、

心
が
苦
し
く
な
り
ま
す
。
相

▽
被
害
を
受
け
た
相
手
が
、

ど
ん
な
に
傷
つ
い
て
い
る

か
を
伝
え
ま
し
ょ
う
。

▽
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も

｢

暴
力
は
い
け
な
い｣

と

い
う
こ
と
を
伝
え
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
暴
力
以
外

で
問
題
解
決
が
で
き
る
方

法
を
一
緒
に
考
え
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

●
日
時
　
11
月
22
日
（
木
）

午
後
６
時
30
分
開
場
、
同

７
時
～
同
８
時
30
分

●
会
場
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス

２
階
・
会
議
室
１
、
２

●
演
題
　
Ｄ
Ｖ
問
題
と�

子
ど

も
に
与
え
る
影
響

●
講
師
　
梅
根
眞
知
子
さ
ん

（
筑
後
吉
井
こ
こ
ろ
ホ
ス

ピ
タ
ル
理
事
長
、
小
児
科

医
）

●
定
員
　
１
０
０
人

●
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
家
庭
課

�

☎
（
36
）
１
１
５
１

▽
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
行
為
を
「
愛

さ
れ
て
い
る
か
ら
よ
」「
我

慢
が
必
要
よ
」
な
ど
、
決

し
て
言
っ
て
は
い
け
ま
せ

ん
。
相
談
さ
れ
た
ら
、
ま

ず
は
話
を
し
っ
か
り
と
聞

い
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

▽
被
害
を
受
け
た
人
は
、
自

分
が
悪
い
か
ら
こ
う
な
っ

た
と
不
安
に
な
っ
て
い
ま

す
。｢

あ
な
た
の
せ
い
で

は
な
い｣

｢

あ
な
た
は
悪

く
な
い｣

と
、
は
っ
き
り

伝
え
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

　
Ｄ
Ｖ
・
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
は

サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
一
時
的

に
優
し
く
な
っ
て
も
、ま
た
、

暴
力
が
始
ま
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
図
１
の
、
３
つ
の
期

間
を
循
環
す
る
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。

女性に対する
暴力根絶のための
シンボル

と
が
あ
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
（
内
閣
府
「
男
女
間
に
お

け
る
暴
力
に
関
す
る
調
査
」

〈
平
成
24
年
〉か
ら
）（
表
２
）。

談
す
る
こ
と
で
気
持
ち
も
楽

に
な
り
、
解
決
方
法
が
見
つ

か
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

お互い幸せな
関係でいるため

には、自分の気持ちを
大切にし、相手を
尊重する気持ちが
大切です。

　

��
月
��
日
〜
同
��
日
は
「
女
性
に
対
す
る
暴
力

を
な
く
す
運
動
期
間
」、
��
月
��
日
は｢

女
性
に
対

す
る
暴
力
撤
廃
国
際
日｣

で
す
。

　

私
た
ち
の
社
会
に
は
、
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ

イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
形
の
暴
力
が
存
在
し
ま
す
。
最
近
で
は
、
交

際
中
の
若
者
の
間
で
、
Ｄ
Ｖ
と
同
様
の
暴
力
が
起

き
て
い
ま
す
。
こ
の
暴
力
を
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
」
と

呼
ん
で
い
ま
す
。

　

決
し
て
、
大
人
だ
け
の
問
題
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
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T
e

l
e

C
a

l
l

テ
レ
コ
ー
ル

■市役所本庁（代表） ☎36－1121
議事調査課 ☎（36）1119
総務課
　　行政係 ☎（36）1272
　　情報化推進係 ☎（36）5444
生活安全課 ☎（36）5050
人事課 ☎（36）5051
秘書課
　　秘書係 ☎（36）0890
　　広報・報道係 ☎（36）1055
市民課
　　市民係 ☎（36）1126
　　国民年金係 ☎（36）1128
経営企画課 ☎（36）1192
定住化推進室 ☎（36）1284
財政課 ☎（36）1104
契約検査室 ☎（36）1161
税務課
　　市民税係 ☎（36）7350
　　固定資産税係 ☎（36）7351
収納課 ☎（36）5392
コミュニティ課 ☎（36）5394
市民活動推進課 ☎（36）1540
人権対策課 ☎（36）1270
男女共同参画推進課 ☎（36）0048
生活環境課 ☎（36）1421
自然環境課 ☎（36）1130

保健福祉政策課 ☎（36）1308
健康づくり課 ☎（36）1187
福祉課
　　保護1・2係 ☎（36）7353
　　障害者福祉係 ☎（36）3135
介護保険課
　　介護保険係 ☎（36）4877
　　介護認定係 ☎（36）5186
地域包括支援センター ☎（36）1285
国保医療課
　　国民健康保険係 ☎（36）1363
　　後期高齢者医療係 ☎（36）1348
都市計画課 ☎（36）1484
建築課 ☎（36）5203
建設課 ☎（36）1577
維持管理課 ☎（36）7471
会計課 ☎（36）1357
子ども育成課 ☎（36）1214
子ども家庭課 ☎（36）1365
教育政策課 ☎（36）5099
学校管理課 ☎（36）1322
監査委員事務局 ☎（36）5093
選挙管理委員会事務局 ☎（36）1375
固定資産評価審査員会事務局 ☎（36）5093
商工観光課 ☎（36）0037
元気な島づくり課
　　推進係 ☎（36）1725

農業振興課 ☎（36）0041
水産振興課 ☎（36）0031
農業委員会事務局 ☎（36）0046
■市役所本庁以外
市民活動交流室 ☎（36）0311
郷土文化学習交流課 ☎（62）2600
世界遺産登録推進室 ☎（62）2617
発達支援センター ☎（36）0224
図書課 ☎（34）2263
消費生活センター ☎（33）5454
下水道課（宗像終末処理場） ☎（36）4136
渡船課 （神湊港ターミナル）　☎（62）3592
元気な島づくり課（大島行政センター） ☎（72）2211
　　元気な島づくり係
　　市民サービス係
大島診療所 ☎（72）2004
■その他の市関係施設など
宗像市民図書館 ☎（37）1321
宗像ユリックス ☎（37）1311
宗像ユリックス・アクアドーム ☎（37）1377
メイトム宗像（市民活動交流館） ☎（36）0202
男女共同参画推進センター「ゆい」 ☎（36）0250
子育て支援センター ☎（37）3741
青少年センター ☎（36）8303
海の道むなかた館（郷土文化学習交流館） ☎（62）2600
うみんぐ大島（大島海洋体験施設） ☎（72）2361

吉武コミュニティ ☎（32）5904
赤間コミュニティ ☎（39）7051
赤間西コミュニティ ☎（38）9506
自由ヶ丘コミュニティ ☎（32）5594
河東コミュニティ ☎（35）1837
南郷コミュニティ ☎（36）3465
東郷コミュニティ ☎（36）7711
日の里コミュニティ ☎（37）1587
玄海コミュニティ ☎（62）1642
池野コミュニティ ☎（62）2003
岬コミュニティ ☎（62）2656
大島コミュニティ ☎（72）2321
市民体育館 ☎（32）1230
玄海B＆G海洋センター ☎（62）2119
大島ふれ愛センター ☎（72）2294
大島渡船ターミナル ☎（72）2535
宗像清掃工場（エコパーク宗像） ☎（62）0505
宗像地区事務組合（多礼浄水場） ☎（62）0975
宗像地区事務組合（宗像営業所） ☎（36）0010
家庭児童相談室 ☎（36）1302
地域職業相談室 ☎（36）1150
シルバー人材センター ☎（33）1151
道の駅むなかた・観光物産館 ☎（62）2715
正助ふるさと村 ☎（35）1100
グローバルアリーナ ☎（33）8400
宗寿園 ☎（33）2761

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧
⑨

⑩

⑪

⑫

⑯

⑰

⑱

⑲
⑳

⑬

⑭

⑮

日（SUN） 月（MON） 火（TUE） 水（WED） 木（THU） 金（FRI） 土（SAT）

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22

23 24

31

25 26 27 28 29

30

▽メイトム宗像休み⑭
▽第７回サニックス
旗争奪中学女子ソフ
トボール大会（ふれあいの森総
合公園）9：00～＊２日まで⑯
▽（グローバルアリーナ）第７回
サニックス旗争奪中学生女子ソ
フトボール大会9：00～、第９回む
なかたキッズセブン小学生ラグ
ビーフットボール大会12：00～
＊いずれも２日まで⑲

▽市議会社会
常任委員会
〈予定〉（市役所）
10：00～①
▽ママさんバドミント
ン納会（市民体育館）
9：00～⑯

▽学校の日⑪

▽市議会総務
常任委員会
〈予定〉（市役所）
10：00～①

▽（宗寿園）舞踊＝千草
会12：00～⑳

▽家庭の日⑩
▽市民三世代交流
ゲートボール大会（中央公
園・多目的広場）9：00～⑯
▽（グローバルアリーナ）第
11回安永杯バレーボール大
会、ラグビーＵ16・17交流大
会＊いずれも16日まで⑲
▽（宗寿園）舞踊＝水穂聖恭
12：00～⑳

▽宗像地区バドミ
ントン大会（市民体
育館）9：00～⑯

▽宗寿園休み⑳

▽家庭の日⑩
▽ふれあいバス・コ
ミュニティバス運休②
▽第12回宗像ママさんバス
ケットボール大会（市民体育
館）9：00～⑯

▽宗寿園休み⑳

▽第７回宗像地区
バレーボール新人
戦大会（自由ヶ丘小、自由ヶ
丘南小）9：00～⑯

▽宗寿園休み⑳

▽ふれあいバス・コ
ミュニティバス運休
＊平成25年１月３日まで②

▽宗寿園休み
＊平成25年１月３日まで⑳

2012 CALENDAR
カレンダー
＊日時や場所などが変更になる場合がありますので、ご了承ください
＊宗像ユリックスの行事は１日号のユリックスサラダを見てください

人口 96,238 世帯 39,518
男 45,623 女 50,615
（10月中の異動数）
転入 357 転出 308
出生 68 死亡 73

●人のうごき（10月末日現在）●③

▼
各行事のあとの赤色の数字
は、問い合わせ先です。
下のテレコールの赤色の数
字のところで確認を。

■資源物受入日
●北側（エコパーク宗像内）

●西側（ゆ～ゆ～プール横）

⑤

▼土・日曜日　9:00～17:00

▼土・日曜日　9:00～17:00
▼水 曜 日　9:00～19:00

D e c e m b e r

▽市民図書館
休み（月末整
理日）⑮

▽メイトム宗像休み⑭
▽ふれあいバス・コミュ
ニティバス運休②
▽市長杯親善卓球大会（市民体
育館）9：00～⑯
▽中部地区バレーボールチャン
ピオン大会（赤間小、河東西小）
9：00～⑯
▽（グローバルアリーナ）トップ
リーグ　サニックスブルースVS
キャノンイーグルス13：00～⑲
▽宗寿園休み⑳

▽市少年柔道冬季
大会（市民体育館）
9：00～⑯
▽（グローバルアリーナ）キ
ャンドルガーデンクリスマス
＊24日まで⑲

▽西側、北側資源
物受入施設休み
＊平成25年１月３日まで⑤
▽（グローバルアリーナ）第
12回伊豆杯争奪バスケット
ボール交流会＊30日まで⑲

●日・祝日●
　　 9：00～16：30

宗像地区歯科
休日急患センター（田熊）
☎（34）8080●平　日● 19：30～翌朝6：00

●土曜日● 18：00～翌朝9：00
●日・祝日●   9：00～翌朝6：00

宗像地区急患センター（田熊）
☎（36）1199

休日小児科・内科 休日歯科

●毎日● 19：00～翌朝7：00
●短縮＝＃8000
●専用＝

病気、けが、薬、応急処置など

＊電話がダイヤル回線の人は
　専用電話番号を利用してください

☎092（725）2540（福岡）　
☎093（662）6700（北九州）

県小児救急
医療電話相談

午前9時～午後5時12月の休日外科当番医
 2 日（日） あかま整形クリニック（栄町） ☎（35）6440
 9 日（日） 高橋整形外科医院（日の里） ☎（37）8013
16日（日） 上妻整形外科医院（福津市） ☎（42）0089
23日（日・祝） 松野脳神経クリニック（福津市） ☎（43）5055
24日（月・振休） 東郷外科医院（田熊） ☎（36）4146
29日（土・年末） 蜂須賀病院（野坂） ☎（36）3636
30日（日・年末） そえだ医院（池田） ☎（62）3231
31日（月・年末） 桑原整形外科医院（福津市） ☎（42）0020

▽第３期固定
資産税・都市
計画税④、第６期後期
高齢者医療保険料⑨・
介護保険料⑦、第７期
国民健康保険税⑧の納
期限
▽市民図書館休み
＊平成25年１月４日ま
で⑮

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①

▽（宗寿園）舞踊＝千寿
佳扇（朝野友愛会）
12：00～⑳

⑤

【本講座】ダンボールコンポストプレゼント
▽７日（金）／東郷コミセン
▽18日（火）／自由ヶ丘コミセン

【フォロー講座】
▽５日（水）／玄海コミセン
▽12日（水）／東郷コミセン

＊時間は12ページを参照してください

生ごみ堆肥化講座

12月

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①

▽（宗寿園）大正琴＝中
之島流琴由利会
12：00～⑳

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①
▽農業委員会定例総会
（市役所北館・202会議
室）15：00～⑬
▽第３回協会長杯グラ
ウンド・ゴルフ交歓大会
（ふれあいの森総合公
園）9：00～⑯

▽市議会建設
産業常任委員
会〈予定〉（市役所）
10：00～①
▽（シルバー人材セン
ター）入会説明会
13：30～⑱

▽（宗寿園）舞踊＝藤間
波奈敬干12：00～⑳

⑰

吉田・多礼ダム
98.3％
（10月末日現在）

＊40％を下回った場合、
　給水制限を検討します

水は大切に使いましょう

ダムの貯水率

▽第12回宗
像ママさんバ
スケットボール大会（市
民体育館）9：00～⑯
▽（グローバルアリー
ナ）ＧＡクリスマスナイ
ターサッカーフェステ
ィバル＊25日まで⑲

▽道の駅むな
かた休み
＊平成25年１月５日ま
で⑫

壁
に
張
って
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

▽食育の日⑥

▽（宗寿園）舞踊＝英聖
旗12：00～⑳

▽（シルバー人
材センター）入
会説明会
13：30～⑱
▽（グローバルアリー
ナ）第10回記念サニック
ス旗福岡国際中学生柔
道大会、第６回GAカップ
U-14アビスパ福岡サッ
カーフェスティバル
＊30日まで⑲

▽市議会予算
第１特別委員
会〈予定〉（市役所）
10：00～①

▽（宗寿園）舞踊・カラ
オケ＝年忘れ演芸大会
10：30～⑳

▽市議会予算
第２特別委員
会〈予定〉（市役所）
10：00～①
▽保育所平成25年１
月入所締切日⑩

▽（宗寿園）囲碁大会
9：30～、舞踊＝福扇会
12：00～⑳

放射線量
測定結果
11月５日測定

②

市役所 0.081
赤間コミセン 0.064
道の駅むなかた 0.058

（単位：μSv／h）

▽市議会本会
議〈予定〉（市
役所）10：00～①

▽（宗寿園）舞踊＝大滝
昇12：00～⑳

＊年末年始は、12月29日（土）18：00
　から平成25年１月４日（金）朝6：00
　まで、連続診療

＊年末年始は、12月30日（日）から
　平成25年１月３日（木）まで、上
　記の時間で診療

▽（宗寿園）将棋大会
9：30～⑳

▽（宗寿園）舞踊＝ひょっ
とこ楽座12：00～⑳

▽（宗寿園）合唱＝宗像少年
少女合唱団12：00～⑳

【
お
知
ら
せ
】
そ
の
他
、
公
共
施
設
の
年
末
年
始
の
休
み
は
12
月
15
日
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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市
で
は
、「
ゴ
ミ
問
題
を

考
え
る
住
民
の
連
合
会
・
宗

像
」
と
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
で
、
生
ご
み
処
理
機
器

各
種
の
使
用
方
法
を
紹
介
す

る
「
本
講
座
」
と
実
践
後
の

疑
問
な
ど
に
答
え
る
「
フ
ォ

ロ
ー
講
座
」
を
開
催
。
受
講

無
料
。
す
で
に
実
践
し
て
い

る
人
も
受
講
可
能
で
す
。

　
本
講
座
を
受
講
す
る
と
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
（
年
間

１
世
帯
１
基
限
り
、
フ
ォ

ロ
ー
講
座
は
プ
レ
ゼ
ン
ト
な

し
）。
数
に
限
り
あ
り
。
ど

こ
の
地
区
で
も
受
講
可
能
。

日
程
な
ど
は
随
時
、
市
広
報

紙
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

＊
受
講
は
各
地
区
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
事
前
申
込
必
要

＊
各
講
座
に
定
員
あ
り

＊
で
き
た
堆
肥
を
使
わ
な
い

場
合
、
生
活
環
境
課
窓
口

（
市
役
所
西
館
２
階
）
で

引
き
取
り
ま
す

●
ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト

と
は
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
の

生ごみ
堆肥化講座

本
講
座
受
講
者
に
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

本
講
座
受
講
者
に
は

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
を

　
　
　
　
　
　

プ
レ
ゼ
ン
ト

日　程 時　間 場所・申込先（月曜日は休み）

本講座
12月 ７日（金） 13:30～15:00 東郷コミセン ☎（36）7711

12月18日（火） 10:00〜11:30 自由ヶ丘コミセン ☎（32）5594

フォロー
講座

12月 ５日（水） 10:00～11:30 玄海コミセン ☎（62）1642

12月12日（水） 13:30～15:00 東郷コミセン ☎（36）7711

中
に
、
も
み
殻
く
ん
炭
と

コ
コ
ナ
ツ
ピ
ー
ト
を
入
れ

微
生
物
の
力
で
生
ご
み
を

分
解
し
、
堆
肥
化
す
る
も

の
で
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

（ｇ/人・日）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

515 549 539 508 506 485

479

480 495 524 442 412 467

522

■
23年度

■
24年度 501575 512

400

450

500

550

600

510

ペットボトルの回収率は世界最高水準！
　平成22年度のペットボトルの回収率は、日本全国で
72.1％です。ヨーロッパの48.3％やアメリカの29.1％
と比較すると、世界でも最高水準を誇る回収率となって
います。
　ペットボトルは資源物受入施設や地域の分別収集、一部の店頭にも回
収ボックスを置いています。分別して出しましょう。
� ■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

家庭の燃やすごみ量の推移
（１人１日当たりのごみ量）

子どもに
やさしいまち

むなかた
番外編

　
11
月
20
日
（
火
）
は
、
国

連
総
会
で
「
児
童
の
権
利
に

関
す
る
条
約
」
が
採
択
さ
れ

た
日
で
、
子
ど
も
基
本
条
例

で
も「
子
ど
も
の
権
利
の
日
」

と
位
置
付
け
て
い
ま
す
。

　
市
で
は
、
今
回
初
め
て
の

「
子
ど
も
の
権
利
の
日
」
を

迎
え
る
た
め
、
市
広
報
紙
11

月
15
日
号
と
一
緒
に
、
子
ど

も
基
本
条
例
の
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
を
全
世
帯
に
配
布
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち

に
は
市
内
の
小
・
中
学
校
で

11
月
20
日
に
子
ど
も
用
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
し
ま

す
。

　
ぜ
ひ
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に

目
を
通
し
、
家
庭
や
地
域
、

職
場
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
場

面
で
子
ど
も
の
権
利
に
つ
い

て
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

11
月
20
日
は

「
子
ど
も
の

　
　

 

権
利
の
日
」

ルールを守って
ごみを出そう

　地域の分別収集に出せる分別ごみを「これぐらい、いいだろう」と燃
やすごみに出していませんか。家庭でもう一度「ごみの出し方」を確認
し、雑誌や新聞紙、びんや缶など資源として再利用できるものは、燃や
すごみではなく資源物として出しましょう。ごみをしっかり分別すれば
燃やすごみの量も減り、その結果、家計にもやさしくなります。一人ひ
とりの行動が環境にやさしい活動につながります。

　
こ
の
条
約
は
、
国
際
連
合

総
会
で
１
９
８
９
年
に
採
択

さ
れ
、
日
本
で
は
１
９
９
４

年
に
発
効
。
18
歳
未
満
の
全

て
の
子
ど
も
の
権
利
や
自
由

を
尊
重
し
、
子
ど
も
に
対
す

る
保
護
と
援
助
を
図
り
、
そ

の
健
や
か
な
成
長
や
幸
せ
の

た
め
に
つ
く
ら
れ
た
も
の
で

す
。

【
条
約
の
主
な
内
容
】

▽
子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る

こ
と
や
遊
ぶ
こ
と
が
認
め

ら
れ
る
べ
き
で
す

▽
子
ど
も
は
自
由
に
考
え
、

信
じ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ

る
べ
き
で
す

▽
家
庭
環
境
に
恵
ま
れ
な
い

子
ど
も
に
、
保
護
と
援
助

が
与
え
ら
れ
る
べ
き
で
す

▽
子
ど
も
は
あ
ら
ゆ
る
差
別

や
暴
力
、
虐
待
な
ど
の
不

当
な
扱
い
か
ら
守
ら
れ
る

べ
き
で
す

　
市
で
は
、
こ
の
条
約
の
精

神
を
盛
り
込
ん
だ
子
育
て
支

援
計
画
を
策
定
し
、
教
育
、

福
祉
、
人
権
を
は
じ
め
、
総

合
的
な
施
策
を
展
開
し
て
い

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
子
ど
も
育
成
課

　
子
ど
も
育
成
係

�

☎
（
36
）
１
２
１
４

　子どものことを考えていても、
人によって意見は異なります。
子どもはどう思っているのか、
耳を傾けてみましょう。

分別ごみの出し方

【12月の講座】� ＊事前申込必要

　市では、18種類の分別に取り組んでいます。地域の分別収集で出す
ことができるものと、地域の資源集団回収で出すことができるものがあ
ります。地域の資源集団回収がない地区は、分別ごみを回収している北
側と西側資源物受入施設に出してください。
　地域の分別収集の日時は、地域によって異なります。地元の自治会長
や区長、生活環境課へ問い合わせてください。
　また、ペットボトルや紙パックなどの資源回収ボックスを、市内の約
50カ所のスーパーやコンビニエンスストア、公共的施設などに設置し
ています。紙パックや白色トレイ、ペットボトルやプラスチック製容器
包装は大切な資源です。きちんと分別しましょう。

▽缶（アルミ缶、スチール缶）▽金物▽無色透明、茶色、その他の色び
ん▽ガラス▽陶磁器▽蛍光管、電球▽乾電池▽紙パック、白色トレイ▽
ペットボトル▽プラスチック製容器包装▽使用済みてんぷら油

▽新聞紙、雑誌、ダンボール▽古布▽びん

� ■問い合わせ先　生活環境課　☎（36）１４２１

地域の資源集団回収で
出すことができるもの

地域の分別収集で出すことができるもの

知
っ
て
い
ま
す
か

�

「
児
童
の
権
利
に
関
す
る
条
約
」
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さ
つ
き
松
原
（
上
八
交
差
点
～
米
出
、
釣
川
河
口
左
岸
）

で
、
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
平
成
22
年
４
月
に
ス
タ
ー

ト
し
、
今
年
で
３
年
目
と
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
み
な
さ

ん
に
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
こ
と
を
も
っ
と
知
っ
て
も

ら
う
た
め
に
、
今
回
か
ら
参
加
団
体
な
ど
を
紹
介
し
て
い
き

ま
す
。

　
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

と
は
、
一
定
区
間
の
公
共
の

場
（
こ
の
場
合
、
さ
つ
き
松

原
）
を
市
民
と
自
治
体
が
協

力
し
て
環
境
美
化
活
動
に
取

り
組
む
制
度
で
す
。
こ
の
制

度
の
導
入
で
、
以
前
に
比
べ

て
さ
つ
き
松
原
が
よ
り
一

層
、
良
好
な
状
態
に
管
理
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
23
団
体
が
、
年
間

を
通
し
て
定
期
的
に
清
掃
活

動
や
草
刈
り
を
し
て
い
ま

す
。

　
市
民
の
財
産
で
あ
る
「
さ

つ
き
松
原
」
の
美
し
い
環
境

を
保
護
し
、
憩
い
の
場
と
し

て
気
持
ち
よ
く
利
用
で
き
る

よ
う
に
、
み
な
さ
ん
の
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
ア
ダ
プ
ト
・
プ
ロ
グ
ラ
ム

受
託
23
団
体

▽
池
野
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
「
も

や
い
」
▽
江
口
自
治
会
▽
株

式
会
社
ト
ヨ
タ
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ

▽
キ
ュ
ー
サ
イ
株
式
会
社
▽

玄
海
小
学
校
「
緑
の
松
の

会
」
▽
玄
海
東
小
学
校
「
松

原
を
守
る
玄
東
っ
子
の
会
」

▽
玄
海
ま
ち
づ
く
り
研
究
会

▽
上
八
一
区
自
治
会
▽
上
八

二
区
自
治
会
▽
上
八
三
区
自

治
会
▽
神
湊
三
自
治
会
連
合

「
さ
つ
き
松
原
」を
美
し
く

北部九州地域市町村合同公売会
in春日in春日 に参加しますに参加します

会
▽
自
治
労
宗
像
市
職
員
労

働
組
合
ア
ダ
プ
ト
有
志
の
会

▽
社
会
福
祉
法
人
さ
つ
き
会

「
玄
海
は
ま
ゆ
う
学
園
」
▽

新
誠
木
材
▽
田
島
地
区
自
治

会
長
会
▽
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
株
式
会
社
▽
日
本
ボ
ー
イ

ス
カ
ウ
ト
福
岡
県
連
盟
宗
像

第
２
団
▽
福
岡
サ
ニ
ッ
ク
ス

ブ
ル
ー
ス
▽
神
湊
消
防
団
第

12
分
団
▽
宗
像
市
役
所
「
部

課
長
会
」
▽
岬
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
▽
岬
地

区
自
治
会
▽
宗
像
建
築
士

「
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
会
」

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
１
３
０

清
掃
活
動
の
様
子

さつき松原
アダプト・プログラム

第１回

海岸を散歩しながらごみ拾いをしてみませんか

　海岸線清掃活動をする「クリーンアップむなかた」の９月まで

の清掃状況を紹介します。

【９月】▽参加人数＝89人	 ▽収 集 量＝１５４袋

【累計】▽参加人数＝８,４７６人	 ▽収 集 量＝１万９,５１５袋

＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

【集合場所】

▽釣川河口両側海岸

＊活動は、毎週日曜日9：00から約１時間（雨天中止）

▽深浜海岸

＊活動は、毎月第４日曜日11：00から約１時間（雨天中止）

■問い合わせ　生活環境課　☎（36）１４２１

　宗像子育てネットワークこねっとが、「子育
て・教育関連用品」を「もとめている人」と
無料で「ゆずる人」の仲介をしています。
　10月31日現在、次の用品を「もとめている
人」がいます。

■利用方法　①住所②氏名③電話番号④用品名を明記して、宗像
子育てネットワークこねっとへ次のいずれかの方法で申し込む

▽ハガキ（〒811−3437／久原180／メイトム宗像館内）
▽メイトム宗像館内の受付ボックス
▽ FAX（36）３７４１
▽メール konet_munakata@yahoo.co.jp
＊上記の用品を「ゆずる人」は、☎080（4317）2524での申込可。た
だし、毎週月・水・金曜日（祝日を除く）の13：00〜16：30

こねっと
の

こねっと
の

も
っ
た
い

コ
ー
ナ
ー

な
い

● 日 の 里 幼 稚 園 制 服・ 体 操 服（100ｰ
120）●プレイマット●乳児用おもちゃ

●衣類・帽子（男児80-90）●赤間くるみ幼稚園制服・か
ばん・帽子（90-120）●浄徳寺幼稚園制服・体操服（110-
120）・かばん●チャイルドシート●食事用椅子●抱っこひ
も●ハイローチェア●バウンサー●剣道着（小学２〜６年
用）●木のおもちゃ（メリー・ガラガラ）●一輪車（14〜
20インチ）●三輪車●自由ヶ丘南小学校冬ジャージ（130） 
●男児用自転車（16〜18インチ）●ジャングルジム●ピアノ 
●ピアニカ

　
市
で
は
、
資
源
循
環
型
社

会
の
構
築
に
向
け
て
３
Ｒ
運

動
を
推
進
。リ
デ
ュ
ー
ス（
ご

み
の
発
生
抑
制
）、
リ
ユ
ー

ス
（
再
利
用
）、
リ
サ
イ
ク

ル
（
再
生
）
の
３
つ
の
頭
文

字
を
と
っ
て
「
３
Ｒ
」
と
呼

ん
で
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
取
り
組
み
の
一

つ
と
し
て
、
玄
界
環
境
組
合

宗
像
清
掃
工
場
（
Ｅ
Ｃ
Ｏ

パ
ー
ク
宗
像
）へ
搬
入
さ
れ
、

修
理
再
生
し
た
家
具
と
自
転

車
を
販
売
し
ま
す
。

●
展
示
期
間
　
11
月
26
日

（
月
）
～
同
30
日
（
金
）

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
●
販
売
日
時
　
12
月
1
日

（
土
）
午
前
９
時
20
分
～

同
９
時
50
分
受
付
、
同
10

時
抽
選
開
始

●
場
所
　
Ｅ
Ｃ
Ｏ
パ
ー
ク
宗

像
内
・
管
理
棟
（
池
浦
）

●
販
売
予
定
品

▽
家
具
＝
25
点
程
度
（
１
０

０
～
５
０
０
０
円
）

▽
自
転
車
＝
25
台
程
度
（
１

修理再生された家具
（予定販売品と異なります）

０
０
０
～
３

０
０
０
円
／

防
犯
登
録
代

を
除
く
）

●
対
象
　
市
民

●
販
売
方
法
　

購
入
希
望
者

が
複
数
の
場

合
は
抽
選

＊
配
送
不
可
。
購
入
者
各
自

で
持
ち
帰
り
を

＊
売
れ
残
り
品
の
再
抽
選
は

実
施
し
ま
せ
ん

＊
返
品
、
交
換
は
不
可

＊
申
込
受
付
と
販
売
は
当
日

の
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
環
境
課

�

☎
（
36
）
１
４
２
１

市

民

の

財

産

リ
サ
イ
ク
ル
シ
ョッ
プ
開
催

物
を
大
切
に
使
い
ま
し
ょ
う

　市では、同公売会に
参加します。公売とは、
税金の滞納で差し押さ
えた財産を入札かせり
売で売却し、売却代金
を滞納税に充てるもの
です。
　この取り組みを通じ
て、滞納税の縮減と納
税に対する理解の拡大
を図ります。
　今回は、長崎、佐賀、
熊本、宮崎、福岡の５
県内の市町が合同で開
催します。
●日時　12月９日（日）

　　　 8：30受付開始、9：00開場、9：30～13：30実施
●会場　春日市立春日原小学校・体育館（春日市春日原南町４ー37ー１）
＊土足不可
＊春日原小学校グラウンドに約100台駐車可（満車の場合は春日市役所駐車
場に100台駐車可）

●主な出品物　テレビ、日用雑貨など約500点（全て中古品扱い、保証なし）
●持参品　印鑑、代金、本人確認ができるもの（運転免許証、健康保険証など）、

靴を入れる袋、スリッパ、エコバッグなど落札物品を入れる袋
＊落札物品の運搬は各自で
＊滞納税が完納になった場合は公売中止。詳しくは問い合わせを
■問い合わせ先　収納課　☎（36）５３９２
＊公売会当日は、春日市役所納税課☎０９２（５８４）１１４０へ問い合わせを

至大野城市

至
大
野
城
市

県
道
31
号
線

筑
紫
通
り

サニー
●

ローソン
●

●クローバープラザ

リンガーハット●

航空自衛隊
春日基地

春日公園

春日原
小学校

春日
市役所

春日市役所前

光町
春日市役所北口

春日市役所入口

セブンイレブン
●

●
セブンイレブン

●春日原公民館

横山小児科●

●
ローソン

至那珂川町

至太宰府市

至福岡市 至福岡市

JR
春
日
駅

西
鉄
春
日
原
駅
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来年４月２日（火）オープン

平成25年度施設予約の受付を開始します

河東地区コミュニティ・センター

【河東地区コミュニティ・センター施設使用料】

部屋名 収容人員
（人）

面積
（㎡）

料金（４時間当たり）

部屋代
（円）

空調代
（円）

照明代
（円）

多目的ホールＡ
（舞台付き）

60
129.51 1,030 1,160 460

多目的ホールＡ
（舞台なし） 104.31 830 930 360

多目的ホールＢ 60 104.31 830 930 360

調理室 40 77.49 810 690 360

和室Ａ（10畳） 10 17.82 360 360 150

和室Ｂ（10畳） 10 17.82 360 360 150

大会議室Ａ 18 34.7 410 360 150

大会議室Ｂ 18 34.7 410 360 150

中会議室 18 32.46 390 360 150

小会議室Ａ 12 28.11 360 360 150

小会議室Ｂ 12 28.11 360 360 150

カルチャールームＡ 12 31.11 400 360 150

カルチャールームＢ 12 31.11 400 360 150

防音室 10 25.14 380 360 150

＊営利を目的として利用すると判断された場合の部屋代は、この表に定める額の
３倍の料金がかかります（空調代、照明代を除く）
＊多目的ホールの音響装置を利用するときは、別途230円が必要
＊調理室の調理台を利用するときは、１台につき別途110円が必要

●利用期間　平成25年４月２日（火）〜同26年３月30日（日）
＊毎週月曜日、８月13日〜同15日、12月28日〜翌年１月４日は休館
●予約受付期間
▽定期利用者（１年間を通して利用する人）＝12月１日（土）〜同21日（金）
9:00〜17:00

▽その他の利用者＝平成25年１月10日（木）から随時
●予約方法　各予約受付期間に、河東地区コミュニティ運営協議会事務局
に備え付けの申込用紙に必要事項を記入して、同事務局（須恵1-4-1）へ
直接提出する

■問い合わせ先　同協議会事務局　☎（35）１８３７

　
秋
晴
れ
の
10
月
20
日
、
自

由
ヶ
丘
南
小
学
校
で
「
創
立

20
周
年
記
念
式
典
・
南
小
に

じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。「
赤
間
太
鼓
」

が
体
育
館
に
力
強
く
響
き
、

多
く
の
保
護
者
で
立
見
席
が

出
る
ほ
ど
の
大
盛
況
で
し

た
。

　
平
成
５
年
、
自
由
ヶ
丘
中

学
校
に
隣
接
し
た
青
葉
台
地

区
に
「
南
小
」
が
新
設
さ
れ

ま
し
た
。眼
下
に
は
市
街
地
、

遠
く
に
は
四
塚
の
山
々
や
、

玄
界
灘
の
大
島
、
地
島
も
一

望
で
き
ま
す
。
開
校
時
の
児

童
数
は
５
９
１
人
。
平
成
７

年
か
ら
同
９
年
ま
で
は
９
０

０
人
を
超
え
た
マ
ン
モ
ス
校

で
し
た
が
、
少
子
化
の
影
響

で
、
最
近
は
４
０
０
人
台
を

推
移
し
て
い
ま
す
。

　
当
初
、
学
校
づ
く
り
は
と

て
も
苦
労
し
た
そ
う
で
す
。

「
保
護
者
や
地
域
の
協
力
で
、

校
風
を
つ
く
る
楽
し
さ
が
あ

り
ま
し
た
。
自
由
ヶ
丘
小
・

中
学
校
、
自
由
ヶ
丘
南
小
学

校
の
３
校
に
よ
る
『
小
中
一

貫
教
育
』
も
３
年
目
。
子
ど

も
た
ち
の
学
習
規
律
が
整

い
、
教
員
の
学
習
指
導
も
向

上
。
何
よ
り
も
不
登
校
が
減

る
な
ど
、
一
貫
教
育
の
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
20
年

の
歴
史
を
大
切
に
、
地
域
や

保
護
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
信

頼
さ
れ
る
学
校
を
目
指
し
て

歩
ん
で
い
き
ま
す
」
と
中
村

光
一
校
長
が
力
強
く
あ
い
さ

つ
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
、
各
学
年
ご
と
に

合
唱
や
合
奏
な
ど
を
発
表
。

わ
が
子
の
成
長
に
、
保
護
者

か
ら
熱
い
拍
手
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　
そ
の
他
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や

地
域
の
み
な
さ
ん
が
、
弁
当

や
パ
ン
、
焼
き
そ
ば
な
ど
を

販
売
。
各
種
体
験
コ
ー
ナ
ー

で
は
、
福
岡
教
育
大
学
美
術

科
と
技
術
科
、
化
学
科
の
学

生
ら
が
、科
学
実
験
を
指
導
。

美
術
科
の
ク
レ
ヨ
ン
作
り
は

人
気
で
し
た
。
同
小
５
年
の

百
崎
梨
々
花
（
も
も
ざ
き
・

り
り
か
）
さ
ん
は
緑
色
に
挑

戦
。「
こ
ん
な
に
簡
単
に
で

き
る
と
は
思
っ
て
い
ま
せ
ん

で
し
た
。
楽
し
か
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
ク
レ
ヨ
ン
を
作
っ

て
み
た
い
」
と
笑
顔
。

　
最
後
は
５
年
生
（
81
人
）

が
、
今
年
、
自
分
た
ち
で
育

て
た
人
権
の
花
・
ヒ
マ
ワ
リ

の
種
を
付
け
た
、
色
と
り
ど

り
の
風
船
を
、
穏
や
か
な

秋
空
に
一
斉
に
飛
ば
し
ま

し
た
。
風
船
を
拾
っ
た
人

が
、
花
を
大
事
に
育
て
、
人

権
の
輪
を
広
げ
て
ほ
し
い
と

い
う
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い

ま
す
。「
人
権
の
花
な
の
で
、

み
ん
な
が
優
し
い
心
で
育
て

て
ほ
し
い
。
外
国
に
も
飛
ん

で
行
け
ば
平
和
が
さ
ら
に
広

が
る
で
し
ょ
う
」
と
同
小
５

年
の
嶋
立
将
也
（
ま
さ
や
）

く
ん
は
平
和
へ
の
願
い
を
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

＊
同
フ
ェ
ス
タ
の
「
に
じ
い

ろ
」
は
自
由
ヶ
丘
南
小
の

シ
ン
ボ
ル
。
正
門
や
本
館

な
ど
に
「
虹
」
の
デ
ザ
イ

ン
が
目
立
ち
ま
す
。
各
種

イ
ベ
ン
ト
や
保
護
者
の
活

動
で
も
愛
称
と
し
て
大
い

に
使
用
し
て
い
ま
す

�

（
市
民
記
者
・
原
き
よ
し
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
由
ヶ
丘
南
小
学
校

�

☎
（
35
）
４
０
２
０

〜
自
由
ヶ
丘
南
小
学
校
・
創
立
20
周
年
記
念
式
典
〜

「
南
小
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」

「
南
小
に
じ
い
ろ
フ
ェ
ス
タ
」

信
頼
さ
れ
る

学
校
を
目
指
し
て

人権の花・ヒマワリの種を風船に付けて飛ばす子どもたち

　
こ
れ
ま
で
の
10
年
間
で
55

人
の
留
学
生
を
受
け
入
れ
て

き
た
漁
村
留
学
。
同
窓
会
当

日
は
、
渡
船
の
臨
時
便
も
出

航
し
、
約
99
人
の
関
係
者
が

島
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　
式
典
は
地
島
小
学
校
の
体

育
館
で
開
催
さ
れ
、
島
の
人

た
ち
を
合
わ
せ
て
総
勢
１
５

１
人
が
参
加
。
留
学
卒
業
生

が
再
会
を
喜
び
、
卒
業
生
の

保
護
者
が
当
時
の
思
い
出
や

近
況
な
ど
を
報
告
し
ま
し

た
。
保
護
者
を
代
表
し
て
、

第
1
期
留
学
生
の
元
岡
勇
太

さ
ん
（
20
歳
）
の
母
・
充

代
（
み
つ
よ
）
さ
ん
が
「
息

子
は
漁
村
留
学
で
海
が
好
き

に
な
り
、
現
在
は
海
洋
事
業

関
係
の
民
間
企
業
に
入
社

し
、『
深
海
６
５
０
０
』
の

探
査
機
の
乗
組

員
と
な
り
ま
し

た
」
と
、
漁
村

留
学
が
き
っ
か

け
で
海
の
仕
事

に
就
い
た
エ
ピ

ソ
ー
ド
を
報
告

す
る
と
、
会
場

か
ら
は
感
嘆
の

声
が
上
が
り
ま

し
た
。

　
午
後
か
ら

は
、
雲
一
つ
な

い
秋
空
の
下
、

小
学
校
の
運
動

場
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
し
な

が
ら
、
懇
親
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
地
島
の
海
で
捕
れ
た

新
鮮
な
海
産
物
に
舌
鼓
を
打

ち
な
が
ら
、
懐
か
し
い
話
に

花
が
咲
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
政
策
課

�

　
☎
（
36
）
５
０
９
９

懐
か
し
い
話
に
花
が
咲
い
た �

地
島
漁
村
留
学
10
周
年

記
念
同
窓
会

　
地
島
小
学
校
へ
の
転
入
児
と
地
島
の
児
童
と
の
相
互
の
情
操
を
豊

か
に
養
う
こ
と
を
目
的
に
平
成
15
年
か
ら
始
ま
っ
た
「
地
島
校
区
漁

村
留
学
」
は
、
今
年
で
10
年
目
。
こ
れ
ま
で
の
留
学
生
や
保
護
者
、

指
導
員
ら
を
集
め
て
10
月
20
日
、
同
窓
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

地島小学校の体育館で開催された式典
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も
っ
と
就
労
に
対
す
る
理
解

を
深
め
て
も
ら
う
よ
う
、
身

近
な
場
で
の
研
修
会
や
勉
強

会
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

就
労
支
援
を
実
施
し
て
い

る
施
設
に
は
次
の
よ
う
な
も

の
が
あ
り
ま
す
。

【
就
労
移
行
支
援
】

　
企
業
な
ど
で
就
労
が
可
能

と
見
込
ま
れ
る
人
に
、
働
く

場
や
職
場
体
験
を
提
供
し
、

就
労
に
必
要
な
知
識
や
能
力

の
向
上
の
た
め
の
訓
練
、
求

職
活
動
に
関
す
る
支
援
、
適

性
に
応
じ
た
職
場
の
開
拓
、

職
場
定
着
の
た
め
に
必
要
な

相
談
な
ど
の
支
援
を
実
施
し

ま
す
。

【
就
労
継
続
支
援
Ａ
型
】

　
企
業
な
ど
に
就
労
す
る
こ

と
が
困
難
な
人
で
、
施
設
と

の
雇
用
契
約
に
基
づ
き
、
働

く
場
を
提
供
し
、
就
労
に
必

宗
像
と
福
津
の
両
市
役
所
、

関
係
機
関
な
ど
に
設
置
し
、

配
布
す
る
予
定
で
す
。

【
研
修
会
や

勉
強
会
な
ど
を
実
施
】

　
各
施
設
の
就
労
支
援
員
を

は
じ
め
、
職
員
全
体
の
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、
継

続
し
て
研
修
会
な
ど
を

実
施
し
ま
す
。
各
施
設

へ
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
各
施
設
が
抱
え
て

い
る
課
題
や
問
題
を
整

理
し
、
研
修
会
を
企
画

し
ま
す
。

　
就
労
セ
ミ
ナ
ー
も
、

障
が
い
者
の
就
労
を

現
実
的
に
進
め
て
い
く

た
め
、
本
人
や
家
族
に

お知らせ
　

今
回
は
、
就
労
部
会
の
取

り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

【
就
労
支
援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

年
内
に
完
成
】

　
就
労
を
考
え
て
い
る
本
人

や
家
族
の
た
め
に
「
就
労
支

援
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
」
を
作
成

し
ま
す
。
内
容
は
、
宗
像
市

と
福
津
市
に
あ
る
就
労
支
援

を
実
施
し
て
い
る
10
施
設
の

活
動
や
、
相
談
・
利
用
方
法

な
ど
必
要
な
情
報
を
掲
載
し

ま
す
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
は
出

来
上
が
り
次
第
、
各
施
設
、

障
害
者
自
立
支
援

　

協
議
会
だ
よ
り

宗像市

第６回

要
な
知
識
や
能
力
の
向
上
の

た
め
の
訓
練
、
そ
の
他
必
要

な
支
援
を
実
施
し
ま
す
。

【
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
】

　
就
労
移
行
支
援
を
利
用
し

た
が
、
企
業
な
ど
に
雇
用
さ

れ
な
か
っ
た
人
や
、
年
齢
、

体
力
の
面
で
企
業
な
ど
に
雇

用
さ
れ
る
こ
と
が
困
難
な
人

に
対
し
て
、
働
く
場
を
提
供

し
、
就
労
に
必
要
な
知
識
や

能
力
の
向
上
の
た
め
の
訓

練
、
そ
の
他
必
要
な
支
援
を

実
施
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�
☎
（
36
）
３
１
３
５

�

FAX
（
36
）
５
８
５
６

　
市
で
は
、
地
域
活
動
支
援

セ
ン
タ
ー
の
事
業
を
「
特
定

非
営
利
活
動
法
人
宗
像
コ
ス

モ
ス
会
」
に
委
託
し
て
い
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
「
ひ
だ
ま

り
」
は
、
障
が
い
の
あ
る
人

に
、
創
作
や
生
産
活
動
の
機

会
、
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る
憩

　
市
と
財
団
法
人
宗
像
市
総

合
公
園
管
理
公
社
で
は
、「
市

民
と
共
に
歩
み
、
市
民
と
協

働
す
る
宗
像
ユ
リ
ッ
ク
ス
を

目
指
し
て
」
を
テ
ー
マ
に
、

市
民
の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に

前
向
き
に
語
り
合
う
場
と
し

て
、
市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
ユ
リ
ッ
ク
ス
・
カ
フ
ェ
」

を
開
催
し
ま
す
。見
学
無
料
。

事
前
申
込
不
要
。

●
日
時
　
12
月
８
日
（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
午
後
４

時
15
分

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
展
示
室

●
傍
聴
者
数
　
先
着
50
人

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
推
進
課

　
☎
（
36
）
１
５
４
０

い
の
場
な
ど
の
提
供
を
し
ま

す
。

●
日
時
　
月
・
水
・
金
曜
日

の
午
後
１
時
30
分
〜
同
３

時
30
分

●
場
所
　
同
セ
ン
タ
ー
（
田

熊
１
・
３
・
36
）

●
内
容

▽
喫
茶
、
食
堂
、
イ
ベ
ン
ト

な
ど
で
の
交
流

▽
皮
細
工
、
料
理
、
写
真
な

ど
の
体
験
教
室

▽
囲
碁
、
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
の

憩
い
の
場

▽
家
族
相
談
な
ど

●
対
象
　
身
体
、
知
的
、
精

市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

傍
聴
者
募
集

神
な
ど
に
障
が
い
の
あ
る

人
●
利
用
料
　
無
料

＊
別
途
、
体
験
教
室
、
喫
茶
、

食
堂
な
ど
実
費
な
ど
が
必

要
な
場
合
あ
り

●
利
用
方
法
　
同
セ
ン
タ
ー

「
ひ
だ
ま
り
」
で
直
接
登

録
し
て
利
用
す
る

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
同
セ
ン
タ
ー「
ひ
だ
ま
り
」

�

☎
（
37
）
３
７
６
１

�

FAX
（
37
）
３
７
８
１

▽
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

�

FAX
（
36
）
５
８
５
６

道
の
駅
む
な
か
た

西
鉄
バ
ス
の

乗
り
入
れ
を
開
始

　
12
月
１
日
（
土
）
か
ら
、

西
鉄
バ
ス
東
郷
駅
前
と
神
湊

波
止
場
間
の
路
線
の
一
部

が
、
道
の
駅
む
な
か
た
へ
乗

り
入
れ
を
開
始
し
ま
す
。

　
東
郷
駅
付
近
か
ら
道
の
駅

む
な
か
た
へ
の
買
い
物
が
便

地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
「
ひ
だ
ま
り
」

　
市
で
は
、
家
庭
内
の
も
め

ご
と
や
隣
近
所
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
学
校
や
職
場
で
の
い
じ

め
や
差
別
な
ど
、
人
権
に
関

わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
人
権
相
談
を

実
施
し
ま
す
。
相
談
無
料
。

予
約
不
要
。

●
日
時
　
11
月
27
日
（
火
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

●
場
所
　
市
役
所
本
館
１

階
・
第
１
相
談
室
、
第
２

相
談
室

特
設
人
権
相
談

●
相
談
担
当
者
　
市
人
権
擁

護
委
員

■
問
い
合
わ
せ
先

　
人
権
対
策
課

�

☎
（
36
）
１
２
７
０

市
　
か
　
ら

　
12
月
３
日
（
月
）
か
ら
、

メ
イ
ト
ム
宗
像
の
年
間
利
用

申
請
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

り
申
込
要
件
を
追
加
し
ま

す
。
ま
た
、
申
請
順
に
つ
い

て
の
規
定
も
設
け
ま
す
。

●
追
加
す
る
申
込
要
件
　
利

用
回
数
に
上
限
を
設
定

▽
多
目
的
ホ
ー
ル
＝
月
２
回

ま
で

▽
多
目
的
ホ
ー
ル
以
外
＝
週

１
回
ま
で

●
申
請
順
の
規
定
　
先
着

順
。
た
だ
し
、
開
館
時
間

の
午
前
８
時
30
分
時
点

で
、
複
数
の
申
請
が
あ
る

場
合
は
、
申
請
の
順
番
を

抽
選
で
決
定

＊
そ
の
他
の
申
込
要
件
や
申

請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

　
市
民
活
動
交
流
室

�

☎
（
36
）
０
３
１
１

メ
イ
ト
ム
宗
像

年
間
利
用
申
請
の

申
込
要
件
な
ど
を
変
更

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
株
式
会
社

の
車
両
製
造
時
に
廃
棄
処
分
し
て

い
た
革
端
材
を
、「
宗
像
コ
ス
モ

ス
会
」
と
宮
若
市
の
「
な
お
み
の

会
」
の
障
が
い
者
施
設
で
記
念
品

と
し
て
加
工
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
九

州
の
来
客
に
贈
呈
す
る
こ
と
で
、

障
が
い
者
の
自
立
支
援
と
環
境
へ

の
配
慮
、
宗
像
の
Ｐ
Ｒ
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　
今
回
の
受
賞
は
、
こ
の
「
障
が

い
者
支
援
の
た
め
の
革
端
材
を
有

効
活
用
し
た
記
念
品
製
作
」
の
活

動
が
表
彰
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
谷
井
市
長
は
「
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
今
回
の
受
賞
は
、
障

が
い
者
の
み
な
さ
ん
に
も
励
み
に
な

り
ま
す
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
さ
ん

に
は
、
釣
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
な
ど
市

の
活
動
に
も
い
ろ
い
ろ
参
加
し
て
い

た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回
の
よ
う

な
貢
献
も
と
て
も
あ
り
が
た
い
で

す
」
と
感
謝
を
述
べ
ま
し
た
。

　
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
の
担
当
者
は

「
頑
張
っ
て
加
工
作
業
に
当
た
っ
て

い
る
障
が
い
者
の
み
な
さ
ん
が
、
明

る
く
社
会
参
加
し
て
も
ら
え
れ
ば
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
と
し
て

は
、
廃
棄
物
の
有
効
活
用
と
し
て
も

意
義
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
今

後
も
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
を
考
え
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
宗
像
コ
ス

モ
ス
会
の
副
理
事
長
山
下
恵
美
子
さ

ん
は
「
障
が
い
を
持
ち
な
が
ら
も
、

社
会
参
加
し
て
い
く
形
を
模
索
し
て

日
々
活
動
し
て
い
ま
す
」
と
話
し
ま

し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

�

☎
（
36
）
３
１
３
５

�

FAX
（
36
）
５
８
５
６

谷井市長（中央）を表敬訪問したトヨタ自動車九州のみなさん
（左２人）と宗像コスモス会のみなさん（右３人）

「
ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
」「
宗
像
コ
ス
モ
ス
会
」「
な
お
み
の
会
」

地
域
で
の
共
助
社
会
づ
く
り
活
動
に
表
彰

　

ト
ヨ
タ
自
動
車
九
州
株
式
会
社
と
特
定
非
営
利
活
動
法
人
の

「
宗
像
コ
ス
モ
ス
会
」「
な
お
み
の
会
」
が
、
ふ
く
お
か
共
助
社

会
づ
く
り
表
彰
で
協
働
部
門
賞
を
受
賞
。
そ
の
報
告
の
た
め
10

月
15
日
、
谷
井
博
美
市
長
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
��
月
１
日
号
７
ペ
ー
ジ
「
里
山
再
生
講
座
（
３
）『
森
林
づ
く
り
活
動
安
全
』」
の
フ
ァ
ッ
ク
ス
番
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
正
〉
FAX
（
��
）
８
３
１
７　
〈
誤
〉
FAX
（
��
）
８
３
７
１　

■
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
宗
像
里
山
の
会　

☎
０
９
０
（
５
７
４
８
）
６
２
２
１

利
に
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
利
用

し
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　
商
工
観
光
課

�

☎
（
36
）
０
０
３
７

就労支援パンフレット
（イメージ）
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アラくえ祭アラくえ祭
玄界灘の海の幸を食べよう

開催中

　

先
月
の
市
議
会
議
員
一
般
選
挙
で
は
、
選
挙
運
動
用
ポ
ス
タ
ー
の

掲
示
場
を
市
内
１
７
４
カ
所
に
設
置
し
ま
し
た
。
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場

の
数
は
、
各
投
票
区
の
面
積
と
選
挙
人
名
簿
登
録
者
数
に
応
じ
て
決

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
ポ
ス
タ
ー
掲
示
場
に
市
議
会
議
員
と
市
長
の
候
補
者
が
ポ

ス
タ
ー
を
掲
示
す
る
場
合
は
、
立
候
補
の
届
出
順
位
と
同
一
番
号
の

区
画
に
掲
示
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
（
総
務
課
内
）　

☎
（
36
）
１
３
７
５

ポスター掲示場

このコーナーでは、選挙に関す
る一口メモと４コマ漫画を紹介
しています。

　韓国・金海市中心部

の栗下（ユラ）遺跡公

園は、青銅器時代から

朝鮮時代にかけての重

要な文化財全てに出合

うことができる特異な

場所です。そこには青

銅器時代の住居跡と支

石墓（しせきぼ＝石の

支柱の上に大きな平石

を載せたもの）、高句

麗・百済・新羅三国時代の木槨墓（もっかくぼ＝棺を納める木造施設）

と石槨墓（せっかっくぼ＝棺を納める石造施設）、高麗時代の建物跡、朝

鮮時代の墓や建物跡などが残っています。

　2001年の地表調査と2004年の試掘調査で遺跡が発見され、金海市は、

重要遺跡の記録と考古学的研究の基礎資料活用、文化遺跡保存のために

栗下遺跡公園を造成し、公園内に遺跡展示館を建立しました。

　この公園は、支石墓公園A・B、集落遺跡１カ所から構成されています。

墓所空間と住居空間の間に、ソッテ（木の棒の上に木製の鳥を止まらせ

たもの）を立てていた場所が初めて調査され、学会の関心を集めています。

　集落遺跡には、伽耶（かや）時代の道路と船着場と推定される桟橋、

竪穴住居跡と穴、井戸などが確認されました。

　これは伽耶人たちが船着場を通して交易を実施し、道路を利用して交

易物資を運送していたという事実を明らかにする興味深いものです。

（金海市広報紙2012年９月11日発行分）

＊この原稿は、市民サービス協働化提案制度として、平成20年度から「パ

ラムむなかた」が翻訳しています

■問い合わせ先　秘書課秘書係　☎（36）０８９０

多くの文化財に出合うことができる栗下遺跡公園

　毎月15日号で、市と姉妹都市の締結をしている韓国・
金海（キメ）市の広報紙を紹介しています。

メ
ジ
ロ
の
愛
玩
目
的
の

捕
獲
禁
止

市
学
童
保
育
所
が

冬
休
み
期
間
中
の

入
所
児
童
を
募
集

　
市
内
で
、
メ
ジ
ロ
を
捕
獲

し
て
飼
養
し
て
い
る
人
が
い

る
と
い
う
情
報
が
市
に
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
県
は
、
メ
ジ
ロ
の
捕
獲
を

４
月
１
日
か
ら
禁
止
し
て
い

ま
す
。
密
猟
や
乱
獲
は
絶
対

に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
た
だ
し
、
４
月
１
日
以
前

に
メ
ジ
ロ
飼
養
登
録
を
し
て

い
る
人
は
引
き
続
き
飼
う
こ

と
が
で
き
ま
す
が
、
必
ず
毎

年
、
飼
養
登
録
の
更
新
が
必

要
で
す
。

＊
メ
ジ
ロ
な
ど
を
違
法
に
捕

獲
す
る
と
、
１
年
以
下
の

懲
役
か
１
０
０
万
円
以
下

の
罰
金
刑
に
処
せ
ら
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ま
た
、

違
法
に
捕
獲
し
た
メ
ジ
ロ

な
ど
を
飼
養
、
譲
渡
す
る

と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

か
��
万
円
以
下
の
罰
金
刑

捕
獲
飼
育
が

禁
止
さ
れ
て
い
る
メ
ジ
ロ

●
期
間
　
12
月
22
日
（
土
）

～
平
成
25
年
１
月
７
日

（
月
）

＊
日
曜
日
、
祝
日
、
振
休
、

��
月
��
日
（
金
）
～
平
成

��
年
１
月
４
日
（
金
）
は

休
み

●
時
間
　
午
前
８
時
～
午
後

６
時
30
分

＊
月
～
金
曜
日
は
午
後
７
時

ま
で
延
長
保
育
あ
り

●
場
所
　
各
学
童
保
育
所

（
市
内
各
小
学
校
の
敷
地

内
に
あ
る
専
用
棟
、
小
学

校
教
室
）

＊
大
島
小
、
地
島
小
を
除
く

▽
北
エ
リ
ア
＝
吉
武
、赤
間
、

赤
間
西
、
河
東
、
河
東
西
、

玄
海
、
玄
海
東
小

▽
南
エ
リ
ア
＝
自
由
ヶ
丘
、

自
由
ヶ
丘
南
、
東
郷
、
南

郷
、
日
の
里
東
、
日
の
里

西
小

●
対
象
　
共
働
き
な
ど
の
理

由
で
保
護
者
が
家
庭
に
い

な
い
児
童

●
費
用
　
９
３
０
０
円
（
利

用
料
７
０
０
０
円
、
お
や

つ
代
１
５
０
０
円
、
保
険

料
８
０
０
円
）

＊
平
成
��
年
度
に
在
籍
し

て
い
た
場
合
は
保
険
料

不
要

＊
延
長
保
育
は
１
回
３
０
０

円
●
申
込
方
法
　
12
月
10
日

（
月
）
ま
で
に
、
所
定
の

申
請
書
類
に
必
要
事
項
を

記
入
し
て
、
各
学
童
保
育

所
へ
持
参
し
て
申
し
込
む

＊
受
付
時
間
は
、
月
〜
金
曜

日
は
放
課
後
～
午
後
６
時

��
分
、
土
曜
日
は
午
前
８

時
～
午
後
５
時（
日
曜
日
、

祝
日
は
除
く
）

＊
申
請
書
類
は
各
学
童
保
育

所
か
子
ど
も
育
成
課
（
市

役
所
西
館
１
階
）
で
入
手

可
■
問
い
合
わ
せ
先

▽
北
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

　
☎
（
33
）
９
０
８
０

▽
南
エ
リ
ア
学
童
保
育
所

　
☎
（
33
）
１
８
３
８

市
　
か
　
ら

　大島の旅館・民宿では現在、「ア
ラくえ祭」として玄界灘産の天然
本アラを使用した鍋料理などを提
供しています。
　この機会にぜひ、貴重な海の幸
を味わってください（なくなり次
第終了）。
●場所　大島の旅館、民宿（７軒）
●メニュー　本アラ鍋、刺身（２
品）、小鉢（２品）、トウヘイ湯
引き、トウヘイ唐揚げ、雑炊か
うどん
＊トウヘイとは、大島から沖ノ島
一帯で捕れる白身の魚で、正式
名はウナギ科の「クロアナゴ」

●料金　１人7,000円（食事のみ）
＊２人前から注文を受付（要予約）
＊この食事が付いた宿泊プランは、
１泊２食１万円～（店舗によっ
て異なります）
＊内容など変更になる場合があります

� ■問い合わせ先　大島観光案内所　☎（72）２２２６

に
処
せ
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す

■
問
い
合
わ
せ
先

　
自
然
環
境
課

　
☎
（
36
）
１
１
３
０

貴重な海の幸を使った本アラ鍋

豪華な本アラ鍋会席

町中で出合う
歴史の香り
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●免疫とは
　ウイルスや細菌などから体を守る「生体防御システム」です。
免疫機能が低下すると、風邪や花粉症などにかかりやすくなり
ます。

●運動すると

●運動中に増加した免疫細胞数の変化
①「低強度（会話ができる程度）の運動」を短時間実施した場合
　増加した免疫細胞数は、運動終了後、数時間で運動前の状態に戻るといわれて
います。

②「高強度（息切れがする程度）の運動」を長時間実施した場合
　増加した免疫細胞数は、運動終了後、半数に減少し、回復に１～２日かかると
いわれています。

●運動強度
　健康増進のための運動は、ウオーキングなどの低強度の有酸素運動（脂肪を主と
して燃焼させる運動）が適しています。ウオーキング以外に、自転車や水中歩行な
ども適しています。
＊高強度の運動を長時間実施した後は、１～２日間の休養をとることが大切です

　ウイルスや細菌に対して強い体を保つには「低強度の運動を定期的
に継続する」「運動後は休養をとる」ことが大切です。

　また、バランスの良い食事をとることも大切です。運動、栄養、休養のバランス
をとり、丈夫な体を目指しましょう。
＊参考文献「健康と運動の免疫学入門・85～94ページ」「健康運動指導士養成講座

テキスト上・365～373ページ」

� ■問い合わせ先　宗像ユリックス・アクアドーム　☎（37）１３７７

免疫機能と運動

交感神経が
高まる

血流の促進

▽免疫細胞の活性化  ▽免疫細胞数の増加

▽免疫細胞が活発化

＊運動中は一時的に免疫細胞が活性化し、増加するといわれています

運動中

豊かな人権感覚を培おう！　■問い合わせ先　人権対策課　☎（36）１２７０
平成23年度 小・中学生作成の人権標語を毎号紹介します。人権は、「人が生存と自由を確保し、幸福を追求する権利」。みなさん、人権を考えてみませんか。（17〜19ページ）

　みあれ祭は、宗像三女神である沖津宮（沖ノ島）の田心（た

ごり）姫神と中津宮（大島）の湍津（たぎつ）姫神を、辺津宮
（田島）の市杵島（いちきしま）姫神がお迎えする神事です。
　陸上神幸には、神官を先頭に、きらびやかな衣装を身にまと
い、竹ざおに紅白の長い布（旗）を付けた御長手（みながて）
を持った玄海小の児童や、宗像三女神のみこしを担いだ玄海中
の生徒らも参加し、神湊のまちを歩きました。

　みこしを担ぐ子どもたちは、慣れない服装と、みこしの重さ

でバランスを崩しながらも、懸命に行進しました。

　沿道で陸上神幸を見学していた白木達也さん（85歳・玄海）

は「以前は、みあれ祭が見える所に住んでいたので毎年家から

見ていました。引っ越してからも毎年見に来ています。陸上神

幸は、地元の小・中学生が参加して、とても良いですね。暑い中、

き
ら
び
や
か
な
衣
装
で
神
湊
を
行
進

みあみみみあみああみあみみみみあああれ祭れあれれ祭れ祭祭れ祭あれれあれれ祭祭祭を華祭を祭をを華華を華祭を祭を祭 華華や華華華やややや華華や華華やかにかかかににににかかかかにに彩っ彩に彩彩彩っっ彩っに彩彩に彩彩っ彩ったったったたたったったったみああみみみあみあみあああれ祭祭あれあれれ祭れ祭祭祭を華華祭祭を祭を祭を華を華を華華や華華華や華やややかにかかかににににに彩彩に彩に彩彩彩彩彩 たたたたたみあれ祭を華やかに彩った

陸 上 神 幸

　
最
近
、「
安
価
で
即
時
対

応
」
な
ど
と
記
載
さ
れ
た
水

道
修
理
サ
ー
ビ
ス
業
者
の
チ

ラ
シ
が
、
各
家
庭
の
ポ
ス
ト

に
投
か
ん
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
実
際
に
依
頼

す
る
と
、
高
圧
的
な
口
調
で

高
額
な
修
理
代
金
を
請
求
さ

れ
る
と
い
う
ト
ラ
ブ
ル
が
発

生
し
て
い
ま
す
。

　
市
内
の
水
道
工
事
は
、

宗
像
地
区
事
務
組
合
の
指

定
を
受
け
た
工
事
事
業
者

が
施
工
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
指
定
工
事
事
業

者
は
、
同
組
合
の
施
設
課

か
、
ＨＰh

ttp
://w

w
w
.

m
unakatajim

u.or.jp/
w
ater/leakw

ater.htm
l

で
確
認
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
指
定
工
事
事
業
者
に
関
す

る
こ
と
＝
同
組
合
施
設
課

設
備
浄
水
係

水
道
修
理
の

悪
質
業
者
に
注
意
を

玄
海
地
域
の

地
区
計
画
の
決
定
と

�
用
途
地
域
の
廃
止

　
市
で
は
、
都
市
計
画
案
の

縦
覧
を
実
施
し
ま
す
。
平
成

25
年
春
を
目
標
と
す
る
玄
海

地
域
（
離
島
を
除
く
旧
玄
海

町
の
全
域
）
へ
の
都
市
計
画

区
域
拡
大
と
同
時
に
指
定
す

る
、
地
区
計
画
な
ど
で
す
。

　
今
回
の
縦
覧
は
、
都
市
計

画
法
第
17
条
に
基
づ
く
も
の

で
す
。
市
民
と
利
害
関
係
者

は
、
案
に
対
し
て
意
見
書
を

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
対
象
と
な
る
都
市
計
画
案

都
市
計
画
案
の
縦
覧

の
名
称

①
宗
像
都
市
計
画
地
区
計
画

の
決
定
（
市
決
定
）

②
宗
像
準
都
市
計
画
用
途
地

域
の
変
更
（
市
決
定
）

●
概
要

①
次
の
９
つ
の
地
区
で
地
区

計
画
を
定
め
る
も
の

▽
エ
コ
パ
ー
ク
、
大
王
寺
・

玄
海
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
公

園
通
り
、
瀬
戸
、
荒
開
、

宗
像
大
社
、
江
口
第
一
、

神
湊
第
一
、
道
の
駅
む
な

か
た

②
玄
海
地
域
に
都
市
計
画
区

域
を
拡
大
し
た
場
合
、
準

都
市
計
画
区
域
が
廃
止
さ

れ
る
た
め
、
こ
れ
と
同
時

に
現
在
、
大
王
寺
・
玄
海

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、
公
園
通

り
、
桜
町
に
指
定
し
て
い

る
用
途
地
域
「
第
二
種
低

層
住
居
専
用
地
域
」
を
廃

止
す
る
も
の

●
縦
覧
期
間
　
11
月
21
日

（
水
）
～
12
月
５
日
（
水
）

＊
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く

●
縦
覧
場
所
／
時
間
　
都
市

計
画
課
（
市
役
所
本
館
２

階
）
／
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時

●
意
見
書
の
提
出
方
法
　
12

月
５
日
（
水
）
ま
で
に
、

縦
覧
場
所
に
あ
る
意
見
書

の
様
式
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
、
都
市
計
画
課
へ

次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

提
出
す
る

▽
郵
送
（
〒
８
１
１
・
３
４

９
２
／
住
所
不
要
）

＊
��
月
５
日
（
水
）
消
印
有

効
▽
FAX
（
37
）
１
２
４
２

▽
直
接
縦
覧
場
所
へ
持
参

▽
メールto
s
ik
e
i@

c
ity.

m
unakata.fukuoka.

jp■
問
い
合
わ
せ
先

　
都
市
計
画
課

�

☎
（
36
）
１
４
８
４

　
県
と
市
町
村
（
政
令
市
を

除
く
）
が
共
同
で
、
筑
紫
野

市
に「
福
岡
共
同
公
文
書
館
」

を
設
置
し
、11
月
18
日
（
日
）

か
ら
運
営
を
開
始
し
ま
す
。

　
公
文
書
は
、
各
自
治
体
の

福
岡
共
同
公
文
書
館

オ
ー
プ
ン

政
策
や
事
業
の
意
思
形
成
過

程
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
貴

重
な
歴
史
資
料
で
す
。
同
館

が
、
こ
の
資
料
を
住
民
の
共

有
財
産
と
し
て
適
切
に
保
存

し
、
未
来
へ
残
し
ま
す
。
同

館
を
通
じ
、
ま
ち
の
歴
史
を

た
ど
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
場
所
　
筑
紫
野
市
上
古
賀

１
・
３
・
１

●
収
蔵
規
模

▽
県
公
文
書
＝
約
21
万
冊

▽
市
町
村
公
文
書
＝
約
67
万

冊
■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
館

　
☎
０
９
２
（
９
１
９
）
６

１
６
６

国
・
県
な
ど
か
ら

　
☎
（
62
）
０
９
７
５

▽
業
者
と
の
契
約
に
関
す
る

こ
と
＝
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー　

☎
（
33
）
５
４
５
４

男の子も女の子も頑張って

いました。今後もさらに、

にぎやかになるといいです

ね」と話してくれました。

■問い合わせ先

　郷土文化学習交流課

　（海の道むなかた館）
　☎（62）２６００

　市を代表する祭り「みあれ祭」が10月１日に開かれ、

昨年から復活した徒歩行列、陸上神幸（りくじょうし

んこう）が伝統の祭りを大いに盛り上げました。



No.232 むなかたタウンプレス 平成24年11月15日 （18）お知らせ

県
の
最
低
賃
金
は

１
時
間
７
０
１
円

●
主
催
　
げ
ん
か
い
・
エ
コ

ク
ラ
ブ
（
県
立
少
年
自
然

の
家
「
玄
海
の
家
」）

●
日
時
　
11
月
23
日
（
金
・

祝
）
午
前
10
時
〜
午
後
２

時 玄
海
わ
く
わ
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ェ
ス
タ

「ありがとう」　やさしいきみに　「ありがとう」（酒井遥
はる

凪
な

・日の里西小５年）
あいさつは　会った人に　すぐ自分から（白尾大

だい

地
ち

・自由ヶ丘小６年）
やさしさは　きっとあいてに　とどくもの（船越　萌

もえ

・大島小５年）
差別しないで　命のおもさは　みな同じ（宮本梨

り

子
こ

・赤間小５年）

がんばれブルース！
福岡サニックスブルースは宗像市を本拠地とする

トップリーグのラグビーチームです

12月２日（日）はグローバルアリーナで試合
　多くの市民のみなさんに応援してもらうため、市役所、各地区コミュニティ・
センターで無料招待券を配布しています。
　この機会に、トップレベルのラグビーを間近で観戦し、地元チームを応援して
ください。
●日時　12月２日（日）13:00キックオフ
●対戦相手　キヤノンイーグルス
＊赤間駅とグローバルアリーナ間で無料シャトルバスを運行（9:00から16:30

まで20分間隔）

＊観戦者を対象に鐘崎産ブリが当たる抽選会実施（予定）

ファンの声援を届ける「ブルース応援の会」
　「ブルース応援の会」
として10月27日、子ど
もから大人までのブルー
スファン16人と一緒に、
サントリーサンゴリアス
戦の応援に行きました。
　ファンの熱い声援や大
漁旗での応援で会場が盛
り上がる中、ブルースは
相手に先制され、中盤か
らトライ（Ｔ）やコンバー
ジョンゴール（Ｇ）で得
点を重ねましたが、結果、差を縮められず19対42で敗北しました。
＊試合の詳細は、福岡サニックスブルースＨＰ http://rugby.sanix.jp/で確認し
てください

【ラグビー用語の紹介】

●得点掲示板で表示される「ＤＧ」とは？

　「ＤＧ」とは、ドロップゴールのことで、プレー中、ボールを一度地面に落とし、

跳ね返ったボールをキックしてゴールする方法。３点が加点されます

ブルースは14チーム中13位で奮闘中
応援よろしくお願いします！

■問い合わせ先　市民活動推進課　☎（36）１５４０

　
学
校
法
人
中
村
産
業
学
園

が
市
に
所
有
す
る
土
地
（
池

浦
）
の
一
部
に
、
株
式
会
社

サ
ニ
ッ
ク
ス
が
、
発
電
出
力

約
２
０
０
０
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の

メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
建
設
を
決

定
。
立
地
と
連
携
協
定
締
結

式
を
10
月
24
日
、
市
役
所
で

実
施
し
ま
し
た
。

　
式
で
は
、
サ
ニ
ッ
ク
ス
の

宗
政
伸
一
社
長
が
「
脱
原
発

が
叫
ば
れ
る
中
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
促
進
に

取
り
組
み
、
少
し
で
も
地
球

温
暖
化
の
防
止
に
寄
与
し
た

い
」
と
述
べ
、
九
州
産
業
大

学
の
山
本
盤
男
（
い
わ
お
）

学
長
が「
当
学
園
も
宗
像
市
、

サ
ニ
ッ
ク
ス
と
協
力
し
て
、

地
域
貢
献
が
で
き
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
谷
井
博
美
市
長
は
「
地
球

温
暖
化
防
止
の
問
題
は
、
地

球
上
に
住
む
全
て
の
人
々
に

と
っ
て
大
き
な
課
題
。
市
も

こ
の
問
題
に
積
極
的
に
取
り

組
む
責
務
が
あ
り
、
こ
の
よ

う
に
産
学
官
の
協
力
で
事
業

が
決
ま
っ
た
こ
と
は
大
変
素

晴
ら
し
い
こ
と
で
す
」
と
喜

び
を
話
し
ま
し
た
。

相手のタックルを交わす濱里周作選手

第
１
号「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」の

　
　
　
　
　

 

建
設
が
決
定

１
号

第
１
号号

第
１
号
１
第
１
号
メ
ガ
ソ

ラ

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」

ソ

「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」のののの

設
建
設設
建
設設
がが
決
定

が
決
定

が
決
が
決
定

第
１
号「
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
」の

　
　
　
　
　

 

建
設
が
決
定

立
地
と
連
携
協
定
締
結
式

無
料
Ｈ
Ｉ
Ｖ迅

速
検
査

●
主
催
　
県
宗
像
・
遠
賀
保

健
福
祉
環
境
事
務
所

●
日
時
　
12
月
１
日
（
土
）

午
後
３
時
〜
同
５
時

●
場
所
　
同
事
務
所
（
県
宗

像
総
合
庁
舎
）
１
階
・
予

診
室
（
東
郷
）

＊
検
査
の
結
果
は
、
本
人
へ

直
接
伝
え
ま
す

■
予
約
方
法
　
11
月
30
日

国
・
県
な
ど
か
ら

●
適
用
日
　
10
月
13
日
か
ら

●
金
額

▽
改
正
後
＝１

時
間
７
０
１
円

▽
改
正
前
＝１

時
間
６
９
５
円

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

■
問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
労
働
局

　
労
働
基
準
部
賃
金
課

　
☎
０
９
２
（
４
１
１
）
４

５
７
８

▽
近
く
の
労
働
基
準
監
督
署

行
政
書
士
に
よ
る

無
料
相
談
会

●
主
催
　
県
行
政
書
士
会
福

岡
北
支
部

●
日
時
　
11
月
25
日
（
日
）

午
後
１
時
〜
同
４
時

●
場
所
　
東
郷
コ
ミ
セ
ン
・

小
会
議
室
１

●
内
容
　
遺
言
、
相
続
、
成

年
後
見
、
会
社
設
立
、
離

婚
、
交
通
事
故
、
許
認
可

申
請
な
ど

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
支
部
・
支
部
長
事
務
所

　
☎
（
34
）
８
０
８
４

司
法
書
士
に
よ
る

　

労
働
ト
ラ
ブ
ル

１
１
０
番

●
主
催
　
県
司
法
書
士
会

●
日
時
　
12
月
８
日
（
土
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

●
内
容
　
賃
金
未
払
い
、

サ
ー
ビ
ス
残
業
、
解
雇
、

職
場
内
の
セ
ク
ハ
ラ
な

ど
、
労
働
を
め
ぐ
る
ト
ラ

ブ
ル
相
談

●
相
談
料
　
無
料

＊
電
話
代
は
自
己
負
担

■
相
談
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
会

　
☎
０
９
２
（
７
２
２
）
４

１
３
１

協定を結んだ谷井市長と九州産業大学の
山本学長、サニックスの宗政社長（右から）

　
市
で
は
、
６
月
市
議
会
で

「
大
規
模
太
陽
光
発
電
設
備

等
立
地
促
進
条
例
」
を
制
定

し
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
の
誘
致

に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
き

ま
し
た
。
本
件
は
、
同
条
例

の
優
遇
措
置
の
適
用
第
１
号

と
な
り
ま
す
。

【
立
地
内
容
】

●
場
所
　
池
浦
九
産
大
グ
ラ

ウ
ン
ド

●
利
用
面
積
　
約
３
７
０
０

０
平
方
メ
ー
ト
ル

●
竣
工
（
し
ゅ
ん
こ
う
）
予

定
日
　
平
成
25
年
６
月

■
問
い
合
わ
せ
先

　
定
住
化
推
進
室

�

☎
（
36
）
１
２
８
４

【トップリーグ後半戦の試合予定】

日　程 キックオフ 対戦相手 場　所

12月  2日（日） 13:00 キャノン
イーグルス グローバルアリーナ（吉留）

12月  9日（日） 13:00 神戸製鋼
コベルコスティーラーズ kankoスタジアム（岡山県）

12月16日（日） 13:00 トヨタ自動車
ヴェルブリッツ

沖縄県総合運動公園陸上競技場
（沖縄県）

12月23日（日・祝） 12:00 NTTドコモ
レッドハリケーンズ 鴨池陸上競技場（鹿児島県）

平成25年
  1月  6日（日） 12:00 NECグリーンロケッツ レベルファイブスタジアム（福岡市）

●
場
所
　
玄
海
の
家
（
神
湊

１
２
７
６
）

＊
宗
像
大
社
か
ら
無
料
バ
ス

を
運
行

＊
駐
車
場
は
、
宗
像
大
社
か

釣
川
河
口
を
利
用
し
て
く

だ
さ
い

●
内
容
　
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン

ト
、
乗
馬
体
験
、
自
然
素

材
工
作
、
出
店
コ
ー
ナ
ー

な
ど

■
問
い
合
わ
せ
先

　
同
「
玄
海
の
家
」

　
☎
（
62
）
２
５
１
１

（
金
）
ま
で
に
、
同
事
務

所
保
健
衛
生
課
感
染
症
係

☎
（
36
）
６
０
９
８
へ
電

話
で
予
約
す
る
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染
色
「
布
の
花
展
」

〜
陽
だ
ま
り
の
散
歩
〜

陶
芸
体
験
教
室
と

�

会
員
募
集

（
材
料
費
込
み
）

＊
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
を

【
共
通
事
項
】

●
主
催
　
陶
芸
サ
ー
ク
ル

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
先

　
同
サ
ー
ク
ル
（
内
藤
）

　
☎
０
８
０
（
６
４
３
９
）

０
５
９
１

人権は　みんなの力でできたもの　人権は　みんなの力で守ろうよ（阿部昌
まさ

洋
ひろ

・中央中３年）喜びも悲しみも　分かち合える友になりたい（笠井麻
ま

結
ゆ

・自由ヶ丘中２年） 

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
「
保

証
付
き
」
の
中
古
車
を
購
入

し
た
が
、
１
週
間
後
に
エ
ン

ジ
ン
の
調
子
が
お
か
し
く

な
っ
た
。
事
前
に
品
質
や
性

能
に
つ
い
て
メ
ー
ル
で
何
度

も
や
り
取
り
を
し
て
、
気
に

な
る
箇
所
を
確
認
し
た
が
、

エ
ン
ジ
ン
は
問
題
な
い
と
の

返
事
だ
っ
た
。

　

中
古
車
や
車
の
部
品
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

購
入
し
た
が
、
そ
の
後
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

と
い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

でばんビちゃん

　市消費生活センターでは、月～金曜日の相談
に加えて、毎月第２・第４土曜日に電話相談を
実施しています。利用してください。

第２・第４土曜日電話相談

時　間　8：30～17：00　☎（33）5454

インターネットで
購入した中古車に
不具合が！

【
体
験
教
室
】

●
日
時
　
12
月
６
日
（
木
）

午
前
10
時
〜
正
午

●
場
所
　
池
野
地
区
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー

●
内
容
　
誰
で
も
楽
し
く
簡

単
に
で
き
る
手
び
ね
り
陶

芸
の
体
験
教
室
で
、
マ
グ

カ
ッ
プ
を
製
作
し
ま
す

＊
初
心
者
歓
迎

●
定
員
　
先
着
20
人

●
参
加
費
　
１
０
０
０
円

●
申
込
締
切
日
　
12
月
５
日

（
水
）

【
会
員
募
集
】

●
月
会
費
　
３
５
０
０
円

●
主
催
　
ア
ト
リ
エ
布
の
花

●
期
間
　
11
月
30
日
（
金
）

〜
12
月
２
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
６
時

＊
��
月
２
日
（
日
）
は
午
後

５
時
ま
で

●
場
所
　
宗
像
ユ
リ
ッ
ク

ス
・
美
術
ギ
ャ
ラ
リ
ー

●
内
容
　
創
作
活
動
40
周
年

を
迎
え
る
布
の
花
作
家
・

小
長
布
実
さ
ん
と
門
下
生

の
作
品
展

●
入
場
料
　
無
料

■
問
い
合
わ
せ
先

　
布
の
花
（
小
長
）

　
☎
（
32
）
３
９
８
４

▽
可
能
な
限
り
、
実
際
の
車

両
を
確
認
し
ま
し
ょ
う

▽
販
売
者
の
信
頼
性
や
保
証

制
度
の
有
無
を
確
認
し
ま

し
ょ
う

▽
疑
問
に
思
う
こ
と
は
納
得

す
る
ま
で
質
問
し
、
書
面

化
し
ま
し
ょ
う

　
中
古
車
は
、
１
台
ご
と
に

品
質
や
状
態
が
異
な
り
ま

す
。
新
車
と
は
全
く
違
う
商

品
特
性
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　
保
証
付
き
の
車
で
も
、
特

別
な
約
束
を
し
て
い
な
い
限

り
、
故
障
し
た
車
の
無
償
引

き
取
り
を
要
求
す
る
の
は
難

し
く
、
購
入
者
が
販
売
元
に

持
ち
込
ん
で
、
保
証
修
理
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
購
入

し
た
場
合
、
遠
隔
地
や
現

物
・
現
状
渡
し（
保
証
な
し
）

を
前
提
と
し
て
い
る
場
合
が

多
く
、
不
具
合
が
見
つ
か
っ

た
と
き
の
修
理
対
応
で
ト
ラ

ブ
ル
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り

ま
す
。

　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
車
や

車
の
部
品
な
ど
を
購
入
す
る

と
き
は
、
画
面
や
メ
ー
ル
交

換
の
情
報
だ
け
で
商
品
の
品

質
や
機
能
の
良
し
あ
し
を
判

断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
場

合
に
よ
っ
て
は
、
大
き
な
リ

ス
ク
を
伴
う
と
い
う
認
識
が

必
要
で
す
。

事
　
例

購
入
後
の

ト
ラ
ブ
ル
を

�

防
ぐ
た
め
に

ア
ド
バ
イ
ス

▽
法
令
上
の
ク
ー
リ
ン
グ
オ

フ
は
適
用
さ
れ
ま
せ
ん
。

契
約
は
慎
重
に
し
ま
し
ょ

う

【
お
わ
び
と
訂
正
】
広
報
紙
��
月
１
日
号
��
ペ
ー
ジ
「
青
年
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
訪
問
家
庭
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
募
集
」
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
わ
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　

 

〈
正
〉J

c
7

th
j2

8
8

b
xe

3
w

yg
0

3
q

t@
d

o
c
o

m
o

.n
e

.jp

　
〈
誤
〉J

c
7

th
j2

8
8

b
xyg

0
3

q
t@

d
o

c
o

m
o

.n
e

.jp

　

■
問
い
合
わ
せ
先　

県
青
年
の
会
宗
像
ブ
ロ
ッ
ク
（
藤
岡
）　

☎
０
９
０（
７
３
８
３
）３
２
７
３
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平
成
18
年
度
を
ピ
ー
ク
に

減
少
傾
向
だ
っ
た
受
診
者
数

は
、
平
成
21
年
度
に
流
行
し

た
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

機
に
再
び
増
加
。
昨
年
度
は

１
日
平
均
51
・
４
人
と
、
依

然
と
し
て
多
い
状
況
で
す

（
グ
ラ
フ
１
参
照
）。

　「
昼
間
は
仕
事
が
忙
し
い
」

「
夜
間
は
待
ち
時
間
が
少
な

い
」
な
ど
の
理
由
で
夜
間
に

同
セ
ン
タ
ー
を
受
診
す
る
人

や
、
軽
い
症
状
で
緊
急
性
が

　
同
セ
ン
タ
ー
は
「
か
か
り

つ
け
医
」
が
休
診
す
る
夜
間

や
休
日
、
盆
や
年
末
年
始
に

内
科
と
小
児
科
に
限
っ
て
応

急
処
置
を
す
る
診
療
所
で
、

救
急
病
院
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

＊
外
科
な
ど
に
つ
い
て
は
、

「
休
日
外
科
当
番
医
」「
救

急
告
示
病
院
」
を
利
用
し

て
く
だ
さ
い
（
表
１
、
表

２
参
照
）

　
同
セ
ン
タ
ー
は
、
宗
像
と

福
津
の
両
市
で
構
成
す
る
宗

像
地
区
事
務
組
合
が
設
置

し
、
運
営
を
宗
像
医
師
会
に

委
託
し
て
い
ま
す
。
診
療
は

あ
く
ま
で
も
応
急
的
な
処
置

の
た
め
、
薬
は
１
～
２
日
分

の
み
処
方
し
ま
す
。
翌
日
、

「
か
か
り
つ
け
医
」
へ
の
受

診
を
お
す

す
め
し
ま

す
。

第 68 回
　

ケ
ガ
や
病
気
の
と
き
、
受
診
で
き
る
医
療
機
関
が

あ
る
と
安
心
で
す
ね
。
今
回
は
、「
休
日
・
夜
間
の

診
療
」
に
つ
い
て
考
え
て
み
て
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ
先

健
康
づ
く
り
課　

☎
（
36
）
１
１
８
７ 

内
科
と
小
児
科
の

応
急
処
置
診
療
所

薬
は
１
〜
２
日
分
の
み

処
方
し
ま
す

急
病
の
人
が
速
や
か
に
受

診
で
き
る
た
め
に
協
力
を

な
く
て
も
夜
間
や
休
日
に
病

院
の
救
急
外
来
を
気
軽
に
利

用
す
る
人
が
い
ま
す
。

　「
か
か
り
つ
け
医
」
の
診

療
時
間
内
に
受
診
で
き
る
人

が
夜
に
救
急
医
療
機
関
に
行

く
と
、
待
ち
時
間
が
長
く
な

り
、
一
刻
も
早
く
治
療
が
必

要
な
人
へ
の
対
応
が
遅
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
夜
間
・
休
日
は
、
必
要
な

と
き
に
必
要
な
人
が
速
や
か

に
受
診
で
き
る
よ
う
、
み
な

さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

＊
同
セ
ン
タ
ー
の
診
療
医
師

正
し
く
利
用
し
て
く
だ
さ
い

宗
像
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー
を

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+
+

は
、
毎
日
変
わ
り
ま
す
。

診
療
時
は
、
受
診
に
至
っ

た
経
過
を
詳
し
く
説
明

し
、
服
用
中
の
薬
を
持
参

し
て
く
だ
さ
い

◎
県
救
急
医
療
情
報
セ
ン

タ
ー
（
24
時
間
対
応
）

　

☎
０
９
２
（
４
７
１
）
０

０
９
９

　
宗
像
地
区
急
患
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
診
療
科
目
以
外
で
受

診
を
希
望
す
る
場
合
は
、
診

療
可
能
な
医
療
機
関
を
紹
介

し
ま
す
の
で
、
問
い
合
わ
せ

を
。

◎
県
小
児
救
急
医
療
電
話
相

談
（
プ
ッ
シ
ュ
回
線
と
携

帯
電
話
に
対
応
）

　
「
＃
８
０
０
０
」

　
夜
間
、
子
ど
も
が
病
院
に

か
か
っ
た
ほ
う
が
い
い
か
と

迷
っ
た
と
き
に
「
＃
８
０
０

０
」
へ
か
け
る
と
、
福
岡
市

立
こ
ど
も
病
院
な
ど
の
病
院

へ
つ
な
が
り
、
看
護
師
や
医

師
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

グラフ１　宗像地区急患センターの利用状況

0
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年間受診患者数

18年度

受診患者数（人） 宗像市内在住の受診患者数（人）
１日平均受診患者数（人）

19年度 20年度 21年度 22年度 23年度

１日平均受診患者数

17,140

47
45.2

43.4

59.5

49.7
51.4

9,731
9,205 9,329

9,229
8,418

11,029

16,536
15,826

21,715

18,157

18,809

救急告示病院（24時間対応）

休日・夜間の診療一覧

【今日のわたしは元気かな？】
　みなさんは、普段の自分の体の調子をどのように判断し
ていますか？　体調の変化に気づいて早めに対応すること
が、病気の予防・悪化防止には大切です。

【自分でできる健康チェック】
　顔色、疲労感の有無、食欲や味覚の変化、尿や便の色・
回数、におい、体温（普段の体温を知っておきましょう。
いつもと違うな？　と感じたら、体温を計ってみましょ
う）、血圧、脈拍数
＊客観的な数値で自分の健康状態を確認することも大切です

【家族やみんなの元気も確認】
　自分の体調だけでなく、家族や職場、近所で顔を合わせ
る人の状態も少し気にして見て、「いつもと違うな？」と
感じたら声をかけてあげてください。本人が気がついてい
ないことがあるかもしれません。

【これからの季節、風邪に注意を！】
　風邪の予防には、健康な体づくりが大切です。栄養のバ
ランスがとれた食事や、適度な運動で普段から体力をつけ
ておきましょう。また、風邪の予防には、次のことにも気
をつけましょう。
①外出先から帰ったら、手を洗い、うがいをする！
②室内の換気と、適度な湿度（40～60％）の管理を！

毎日チェック
自分の健康！

保健師
　からの
　　一言

豊福保健師

表１

表２

診療科目 医療機関 診療日時
所在地・
電話番号

内科
小児科

宗像地区
急患センター

▽月〜金曜日＝19:30～翌朝6:00
▽土曜日＝18:00～翌朝9:00
▽日曜日・祝日＝9:00～翌朝6:00（ただし、翌日
が休日の場合は、翌朝9：00まで）
▽盆＝平成25年８月13日（火）19:30〜同16日
（金）朝6:00（連続診療）
▽年末年始＝12月29日（土）18：00～
　平成25年1月４日（金）6：00（連続診療）
＊盆と年末年始は、年度によって異なります

田熊5-5-5
☎（36）1199

外科
休日外科
当番医

▽日曜日・祝日＝9:00～17:00
＊市広報紙15日号のカレンダーに翌月分を掲載

歯科
宗像地区
歯科休日
急患センター

▽日曜日・祝日＝9:00～16:30
▽盆（８月13日～同15日）＝9：00～16:30
▽年末年始（12月30日～翌年１月３日）
　＝9：00～16:30

田熊5-5-2
☎（34）8080

　市内の医療機関や宗像地区急患センターなどの運営時間外に発生した急患は相談を。

診療科目 医療機関 所在地 電話番号

脳神経外科、整形外科 蜂須賀病院 野坂2650 ☎（36）3636

外科、心臓血管外科、脳神経外科、
整形外科、呼吸器科、循環器科、内科、
消化器内科

宗像水光会総合病院
福津市上西郷
341-1

☎（34）3111

内科、循環器科、呼吸器科、消化器科、
外科、放射線科、リウマチ科、
腎臓内科

宗像医師会病院 田熊5-5-3 ☎（37）1188

＊診療科目によっては、受診できない場合あり
＊宗像医師会病院は、救急車での搬入以外は開業医の紹介状が必要

■
都
と
地
方
を
結
ぶ
「
道
」、

途
中
に
あ
る
「
駅
家
（
う
ま

や
）」。
実
業
団
女
子
駅
伝
が

開
か
れ
る
宗
像
市
に
駅
家
と

思
わ
れ
る
遺
跡
が
あ
る
の
も

何
か
縁
を
感
じ
ま
す
■
今
年

も
沿
道
か
ら
熱
い
声
援
を
受

け
、
ア
ス
リ
ー
ト
た
ち
が
宗

像
路
を
駆
け
抜
け
ま
し
た
■

ゴ
ー
ル
と
い
う
「
都
」
を
目

指
し
、
文
書
に
変
わ
る
「
タ

ス
キ
」
に
思
い
を
込
め
て
必

死
に
走
る
選
手
の
姿
に
感
動

し
た
一
日
で
し
た
。�

（
あ
）

■
10
数
年
前
、
当
時
３
歳
の

お
い
っ
子
と
遊
ん
で
い
た
ら

突
然
の
大
泣
き
。
夜
だ
っ
た

の
で
、
慌
て
て
母
と
救
急
診

療
へ
…
■
腕
の
関
節
が
外
れ

て
い
た
の
で
処
置
し
て
も
ら

い
、
笑
顔
に
な
っ
た
お
い
っ

子
を
見
て
一
安
心
。
す
ぐ
に

診
療
で
き
る
あ
り
が
た
さ
を

実
感
し
ま
し
た
■
あ
の
時
は

泣
か
せ
て
ご
め
ん
ね
。
救
急

診
療
に
感
謝
で
す
。�

（
の
）

■
宗
像
に
住
ん
で
３
年
。
初

め
て
、
み
あ
れ
祭
を
見
ま
し

た
。
た
く
さ
ん
の
船
が
勇
壮

に
海
上
を
パ
レ
ー
ド
す
る
様

子
は
圧
巻
で
し
た
■
港
の
近

く
は
見
学
者
で
い
っ
ぱ
い
。

そ
の
日
に
オ
ー
プ
ン
し
た
ば

か
り
の
神
湊
港
渡
船
タ
ー
ミ

ナ
ル
の
２
階
か
ら
も
、
多
く

の
人
が
船
の
パ
レ
ー
ド
を
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
■
伝
統
的

な
祭
り
の
盛
り
上
が
り
を
見

て
、
宗
像
の
歴
史
を
感
じ
ま

し
た
。�

（
ま
）

▽
受
付
時
間
＝

午
後
７
時
～

翌
午
前
７
時

（
午
後
11
時

以
降
は
、
専

用
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
つ

な
が
り
ま

す
）

＊
ダ
イ
ヤ
ル
回

線
の
場
合
は

☎
０
９
２

（
７
２
５
）

２
５
４
０
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